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バックアップ用電池について

本装置には、バックアップ用の電池をセットできます。

停電などで本装置への電源供給が止まると、バックアップ用電池を使った動作に切り替わり
ます。

■  電池をセットする
バックアップ用電池は、単 3アルカリ乾電池を 8本使用します。市販のものを別途ご購入く

ださい。 

1. 本装置の電源を切ります。 

2. 本装置につないでいるケーブルをすべて取り外します。 

3. 本装置底面を上にして、机の上などの安定した場所に置きます。

本装置を持ち上げたままで作業しないでください。 

4. 電池ボックスのフタを取り外します。 

5. 表示に従って、 と を間違えないように電池を入れます。

2

1

3
4

TEL1

TEL2

S/T

ISDN U

to PC/

to HUB

10BASE-T

AC100V

REV

OFF
OFF

終端抵抗
終端抵抗�

DSU

回線極性
回線極性�

NORM
ON

ON

HUB PORT1
to HUB　to PC

警告�

感　電�
感電のおそれがあります。必ずアースを接続してください。�

サービスマン以外は、カバーを開けないでください。�
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マーク マークは正しく装着してください。 マーク マークを間違えると電池

の破損や破壊を招き、本装置の破損やけがの原因になります。 

6. 電池ボックスのフタを閉めます。

◆電池を長持ちさせるには

停電時以外は、電池を取り外しておくことをお勧めします。入れっぱなしにしている状
態よりも、電池が長持ちします。

■  停電時の動作について
バックアップ電池を利用すると、停電時にアナログポート（ TEL1）につないだ電話機がご

使用になれます。

バックアップ用電池で動作中は、本装置の POWERランプが緑色で点滅（点灯約 0.5秒、消

灯約 2.5秒）します。 POWERランプ以外は消灯します。 

• バックアップ用電池で動作中は、アナログポート（ TEL2）、 10BASE-Tポートにつないだ機器は
使用できません。 

• アナログポート（ TEL2）で通話中に停電しても、その通話が終了するまでは使用できます。
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スイッチ設定例

ディジタル電話機や G4FAXなど、他の ISDN機器を本装置の DSUにつないだり、既設の 

DSUに本装置をつなぐときは、本装置底面のスイッチの設定を変更する必要があります。

■  本装置の DSUを使用して他の ISDN機器をつなぐ
本装置の ISDN S/Tポートから ISDN機器までのケーブルの長さによって、スイッチの設定が

異なります。使用する環境を確認した上で、必要な設定を行ってください。 

ISDN機器を 10ｍ未満の長さのケーブルでつなぐ場合
スイッチの設定は、ご購入時の設定のまま変更する必要はありません。

2 1

to HUB
to PC/

S/T

10m未満�
TA

ISDN回線�
モジュラジャックへ�

「ON」に設定：�
内蔵のDSUを有効にする�
（ご購入時の状態）�
「ON」に設定：�
内蔵の終端抵抗を有効にする�
（ご購入時の状態）�

REV

OFF

OFF

ON

ON

NORM 回線極性�

DSU

終端抵抗�
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他の ISDN機器をバス接続する場合
下図のようにバス配線し、最後尾の機器までのケーブル長が 10mを超えるときは本装置の

終端抵抗を無効とし、バス配線上の最後尾に位置するモジュラコネクタに終端抵抗を備えて
ください。スイッチの設定を、右下のように変更してください。

バス配線上の最後尾に位置するモジュラコネクタに有効となる終端抵抗を備えてください。

2 1

to HUB
to PC/

S/T
「ON」に設定：�
内蔵のDSUを有効にする�
（ご購入時の状態）�
「OFF」に設定：�
内蔵の終端抵抗を無効にする�

REV

OFF

OFF

ON

ON

NORM 回線極性�

DSU

終端抵抗�

G4 FAX

TA

10
m
以
上
�

MJ

MJ-R

ISDN回線�
モジュラジャックへ�

モジュラコネクタ�
（終端抵抗なし）�

モジュラコネクタ�
（終端抵抗付き）�
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■  本装置を既設の DSUに接続する
他の ISDN機器をどのようにつなぐかによって、スイッチの設定が異なります。使用する環

境を確認した上で、必要な設定を行ってください。

終端抵抗を備えたターミナルアダプタ（ TA）の内蔵 DSUを使う場合、終端抵抗の設定はターミ
ナルアダプタ（ TA）の説明書の指示に従ってください。

本装置だけを既設の DSUにつなぐ場合
本装置内蔵の DSUを無効に、終端抵抗を有効にし、下図のように本装置の ISDN S/Tポート

と既設 DSUの ISDN S/Tポートをつなぎます。スイッチの設定を、以下のように変更してく

ださい。

ISDN 回線�
モジュラジャックへ�

DSU

ISDN U�
ポート�

ISDN S/T�
ポート�

2 1

to HUB
to PC/

S/T

「OFF」に設定：�
内蔵のDSUを無効にする�
「ON」に設定：�
内蔵の終端抵抗を有効にする�
（ご購入時の状態）�

REV

OFF

OFF

ON

ON

NORM 回線極性�

DSU

終端抵抗�
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ダイヤル操作早見表

よく使うアナログ機能のダイヤルで行う操作の一覧です。

項　目� 操　　作�

か
け
方
・
受
け
方�

内
線
通
話
・
内
線
転
送�

�

外線電話をかける�

リダイヤルする�

電話を受ける�

サブアドレスを使う�

フ
レ
ッ
ク
ス
ホ
ン�

キャッチホン�

三者通話�

通信中転送�

内線相手と話す�

内線転送する�
▲�

話をする�受話器を上げる� 相手電話番号�

▲�

▲�

話をする�受話器を上げる�

▲�

受話器を上げる�

▲�

サブアドレス� 話をする�

▲�

リング音が鳴る�

▲�

受話器を上げる� 話をする�
▲�

外線�
通話中�

受話器を上げる�

▲�

または�
話をする�

▲�

▲� ▲�

話をする�
または�

▲� ▲�

Aと外線通話中�
▲�

Bと話をする�

▲�

Aと外線通話中� フッキング�

▲�

Bの電話番号�

▲�

受話器を置く�

フッキング�

フッキング�

▲�

フッキング2回�

Bと話をする�

▲�

3人で話をする�

Aと外線通話中� フッキング�

▲�

Bの電話番号�

▲� ▲�

Bと話をする�

▲�
AとBで話をする�フッキング� 受話器を置く�

▲�

相手電話番号�

疑
似
迷
惑�

電
話
お
断
り�

通話中の相手を登録する�外線通話中�

▲� ▲�

受話器を置く�

発
信
者
番
号
通
知
の
選
択�

契約者回線番号�

ポート1ダイヤルイン番号�

鳴り分け番号1

ポート2ダイヤルイン番号�

鳴り分け番号2

▲�

話をする�受話器を上げる� 相手電話番号�

▲�

▲�

受話器を上げる�

受話器を上げる�

▲�

鳴り分け番号3

話をする�相手電話番号�

▲�

話をする�相手電話番号�

▲�
▲�

話をする�受話器を上げる� 相手電話番号�

▲�

▲�

受話器を上げる�

受話器を上げる�

▲�

話をする�相手電話番号�

▲�

話をする�相手電話番号�

▲�

ｉ・ナンバーの設定� 受話器を上げる�

▲� ▲�

受話器を置く�

使用しない：1、使用する：2

�ア
ナ
ロ
グ
機
能
の
設
定�

鳴り分け番号の動作�
モード�

受話器を上げる�

▲� ▲�

受話器を置く�

鳴り分け番号1～3の数字�

�

ポート1だけ着信：1、ポート2だけ着信：2、両ポート着信：3、�
着信拒否：4
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項　目� 操　　作�

�

スタンバイモードにする�

通常モードにする�

ア
ナ
ロ
グ
機
能
の
設
定�

ポート接続機器の設定�

ナンバー・ディスプレイ�
機能の設定�

着信転送機能の設定�

スタンバイモードの設定�

受話器を上げる�

▲� ▲�

受話器を置く�

ポート番号1または2

ない：1、電話：2、モデム：3、FAX：4、FAX無鳴動強制着信：5、�
FAX無鳴動識別着信：6、FAXキャッチホン着信：7

受話器を上げる�

▲� ▲�

受話器を置く�

ポート番号1または2

使用しない：1、使用する（モード１）：2、使用する（モード２）：3

�

受話器を上げる�

▲� ▲�

受話器を置く�

使用しない：1、着信転送：2、疑似着信転送：3

�

受話器を上げる�

▲� ▲�

受話器を置く�

通常モードにする：1、スタンバイモードにする：2

�

▲�

受話器を上げる�

▲�

受話器を置く�

▲�

受話器を上げる�

▲�

受話器を置く�

着
信
転
送
先
の
設
定�

受話器を上げる�

▲� ▲�

受話器を置く�転送先電話番号�契約者回線番号の転送�

受話器を上げる�

▲� ▲�

受話器を置く�転送先電話番号�
ポート1ダイヤルインの�
転送�

受話器を上げる�

▲� ▲�

受話器を置く�転送先電話番号�
ポート2ダイヤルインの�
転送�

受話器を上げる�

▲� ▲�

受話器を置く�転送先電話番号�鳴り分け番号1の転送�

受話器を上げる�

▲� ▲�
受話器を置く�転送先電話番号�鳴り分け番号2の転送�

受話器を上げる�

▲� ▲�

受話器を置く�転送先電話番号�鳴り分け番号3の転送�

メ
ー
ル
の
設
定�

TELメールを使用しない�

TELメールを使用する�

受話器を上げる�

▲� ▲�

受話器を置く�

受話器を上げる�

▲� ▲�

受話器を置く�

�
受話器を上げる�

▲� ▲�

受話器を置く�メールチェックの実行�

留
守
状
態
の�

設
定� 在宅�

留守�

留
守
モ
ー
ド
の�

設
定� 解除�

実行�

受話器を上げる�

▲� ▲�

受話器を置く�

受話器を上げる�

▲� ▲�

受話器を置く�

受話器を上げる�

▲� ▲�

受話器を置く�

受話器を上げる�

▲� ▲�

受話器を置く�

受話器を上げる�

▲� ▲�

受話器を置く�メール着信を消去する�
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NTTとの契約が必要な機能

本装置の機能を利用するために必要な NTTとの契約の一覧です。

本装置の機能 
ISDN契約内容および
付加サービス

サービス内容

発信者番号通知

ボイスワープ

本装置どうしのコールバック

発信者番号通知（通常通知） 発信者の電話番号を相手に通知
します。

メール着信通知

オンラインサポート

ユーザ間情報通知 通信開始時と通信終了時にメッ
セージを送受信できます。 

BOD

キャッチホン

三者通話

通信中転送

着信転送

通信中着信通知 Bチャネルが 2つとも使用中の場
合に、 3つめの着信を知らせます。

識別着信

疑似迷惑電話お断り

発信者番号表示

（ナンバー・ディスプレイ、

キャッチホンディスプレイ） 

INSナンバー・ディスプレイ 発信者の電話番号を表示します。

キャッチホン INSキャッチホン 通話中に着信があったときに、
通話中の相手を保留にできます。

三者通話 三者通話 通話中に第三者に電話をかけて、
三者間で通話できます。

通信中転送 通信中転送 通話中の電話を第三者に転送で
きます。

着信転送 着信転送 着信した電話を応答する前に第
三者へ転送できます。

ボイスワープ INSボイスワープまたは  

INSボイスワープ・セレクト

高機能な着信転送サービスです。

ダイヤルイン／グローバル着信 ダイヤルイン 電話番号を追加し、電話機ごと
に鳴り分けができます。

ｉ・ナンバー着信 ｉ・ナンバー 電話番号を追加し、電話機ごと
に鳴り分けができます。

モデムダイヤルイン

アナログダイヤルイン

ダイヤルインまたは

ｉ・ナンバー

電話番号を追加し、電話機ごと
に鳴り分けができます。
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■  ハードウェア仕様

装置型名 SIR30V2

イ
ン
タ
フ
ェ 

 

 
l

ス 

ISDN

（ U）

規格 JT－ G.961（ U点インタフェース）

ポート数 1ポート

コネクタ 6ピン・モジュラジャック（ RJ11） 

DSU 内蔵

その他 極性反転可能、ＤＳＵ切離し可能 

ISDN

（ S／ T）

規格 ITU－ T I． 430（ S／ T点インタフェース）

ポート数 1ポート

回線速度 Bチャネル： 64Kビット／秒および 128Kビット／秒、 

32Kビット／秒（ PIAFS通信） 

Dチャネル： 16Kビット／秒

適用回線 INSネット 64、デジタル専用線、フレームリレー

コネクタ 8ピン・モジュラジャック（ RJ45） 

LAN 規格 IEEE 802.3（ 10BASE - Tインタフェース）

ポート数 4ポート

通信速度 10Mビット／秒

コネクタ 8ピン・モジュラジャック（ RJ45）

アナログ 2線式アナログインタフェース　

ポート数 2ポート

コネクタ 6ピン・モジュラジャック（ RJ11）

給電電圧 -48V

コンソール RS232Cインタフェース

ポート数 1ポート

通信速度 9600ビット／秒

コネクタ 9ピン・ DSUB

電源／周波数 AC100V〔 50／ 60Hz〕

消費電力 11Ｗ

外形寸法 241mm（ W）×  202mm（ D）×  48mm（ H）（突起部を除く）

重量 1Kg（乾電池を除く）

温度／湿度 温度  ：  5～ 40℃

湿度  ：  10～ 90%RH

適応規格 VCCI Class-B

停電対応 TEL1ポートにつないだ電話で通話可能
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■  ソフトウェア仕様

データ通信に関する仕様

機能／分類 詳　　細

ルーティング対象プロト
コル 

IP

ブリッジ（オプション） IEEE802.10準拠

ルーティングプロトコル スタティック、 RIP、 RIP2（ VLSM対応） 

WANプロトコル  PPP、 MP（ BAP、 BACP）

ヘッダ圧縮 VJ TCPヘッダ圧縮

データ圧縮
（オプション） 

LZS

セキュリティ PAP/CHAP（最大 32件）

管理パスワード 

IPフィルタ：アドレス／ポート／ IN／ OUT／発信（最大 32）

設定手段 WWWブラウザ：かんたん設定／詳細設定

ロギング 回線ログ、課金情報、 PPPフレームトレース、システムログ

回線接続先 登録可能数：最大 16箇所

同時接続　： 2箇所

回線接続／切断契機 自動、または手動
アドレス変換機能 マルチ NAT

コールバック CBCP方式、無課金方式 

PIAFS対応 発信／着信可能

接続相手識別 発信者番号通知による識別、認証 IDによる識別

不特定相手着信 あり
フレームリレー
（オプション） 

DLCI数： 16

輻輳制御： CLLM、 FECN、 BECN

PVC状態確認手順： JTQ.933 AnnexA

簡単／便利機能 テレホーダイ対応
マルチダイヤル機能（ 3箇所） 

DHCPサーバ機能（最大 32台）

　 - DHCPスタティック機能（ IPアドレス固定） 

ProxyDNS機能

　 - DNSサーバ自動切替え機能

　 - DNSサーバアドレスの自動取得機能（ RFC1877対応）

　 - DNSサーバ機能 

URLフィルタ機能 

Proxy ARP

時刻機能：手動設定、または TIMEプロトコル／ SNTPによる取得

マルチルーティング機能： ソースアドレス単位、ポート単位、 
 　　　　　　　　　　　   課金単位の混在設定可能

最適切断タイマ
課金制御機能： 接続禁止時間設定
　　　　　　　 超過課金アラーム（システムログ出力）
かんたんフィルタ
リモートパワーオン機能（ Wakeup on LAN対応機器の遠隔起動）
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アナログ機能に関する仕様

簡単／便利機能 Eメールエージェント機能：メールチェック、リモートメールチェック、

　　　　　　　　　　　　 メール転送、 TELメール転送、メール着信通知

留守モード機能
スケジュール機能
オンラインサポート機能 

SNMPエージェント機能（オプション）

ワンタイムパスワード対応：回線手動接続による
帯域制御（オプション）

レベルアップ FTPクライアント機能／  FTPサーバ機能による

機能／分類 詳　　細 備　　考

発着信 ナンバー・ディスプレイ

キャッチホン・ディスプレイ

ダイヤルイン

ｉ・ナンバー 3番号対応

グローバル着信

サブアドレス 

FAX無鳴動着信 識別・強制を選択可能

識別着信（相手番号） 相手ごとにポート優先、ポート

指定、拒否を設定可能

識別着信（着信番号）

発信規制 10件まで登録可能

リング音選択可 3種類から選択可能

発信者番号通知

発信者番号選択

優先ポート着信

発着信専用選択可

ダイヤル桁間タイマ

リバースパルス送出

留守状態確認（無課金）

疑似迷惑電話おことわり

モデムダイヤルイン

アナログダイヤルイン

フレックスホン対応 キャッチホン／三者通話／通信中転送
／着信転送

自動切替え可能
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疑似フレックスホン キャッチホン／三者通話／通信中転送
／着信転送

保留音あり、自動切替え可能 

INSボイスワープ対応

内線機能 内線通話

内線転送

補助機能 発着信記録 不在時にも相手電話番号記録

受話音量調整 3段階に設定可能

フッキング時間選択可 3段階に設定可能

話中着信音キャンセル

迷惑電話登録
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コンソールポート仕様

ピン番号 信号名 方向 内容 

1 CD 入力 キャリア検出 

2 RD 入力 受信データ 

3 TD 出力 送信データ 

4 ER 出力 データ端末レディ 

5 GND ー グランド 

6 DR 入力 データセットレディ 

7 RS 出力 送信要求 

8 CS 入力 送信可 

9 CI 入力 呼び出し通知

1 5

6 9

コネクタ形状はD-SUB 9ピン－オス�
ケーブルはクロス�
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PPPフレームトレース情報詳細

表示形式 

  ● 表示例 

  ● 説明

チャネル B1chまたは B2chが表示されます。

送受信 Sendまたは Recvが表示されます。

プロトコル種別 PPPにおけるプロトコル種別が表示されます。以下のプロトコルが表示さ

れます。プロトコル種別前に MP:が付加された場合は、そのパケットは 

MPによりカプセル化されていることを示します。 

Oxc021 LCP

 

: 

 

Link Control Protocol

Oxc023 PAP

 

: 

 

Password Authentication Protocol

Oxc223 CHAP

 

: 

 

Challenge-Handshake Authentication Protocol

Ox8021 IPCP

 

: 

 

Internet Protocol Control Protocol

Ox8031 BCP

 

: 

 

Bridge Control Protocol

Ox80FD CCP

 

: 

 

Compression Control Protocol

Ox80FB ICCP

 

: 

 

Individual Compression Control Protocol

Oxc02D BAP

 

: 

 

Bandwidth Allocation Protocol

Oxc02B BACP

 

: 

 

Bandwidth Allocation Control Protocol

Oxc029 CBCP

 

: 

 

Callback Control Protocol

コード種別 各プロトコルにおけるコードの内容が表示されます。以下の文字列が表示
されます。

－プロトコル種別が LCP、 IPCP、 BCP、 CCP、 ICCPの場合 

Ox01 Configure-Request

Ox02 Configure-Ack

[02] B1ch : Recv LCP  Configure-Request id=00 len=19  97.09.01 09:19:54.225

    data=c021 01 00 0013 0305 c223 0505 06f0 1e4a                     

               5007 0208 02    

プロトコル種別          ID    パケット長           データ

　　　　　コード種別

[02] B1ch : Recv LCP   Configure-Request id=00 len=19  97.09.01 09:19:54.225

        チャネル    送受信                        コード種別                     パケット長           ppp trace採取時間

ログ番号（ 01～ 99）     プロトコル種別                  IDフィールド値
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Ox03 Configure-Nak

Ox04 Configure-Reject

Ox05 Terminate-Request

Ox06 Terminate-Ack

Ox07 Code-Reject

－プロトコル種別が LCPの場合 

Ox08 Protocol-Reject

Ox09 Echo-Request

Ox0A Echo-Reply

Ox0B Discard-Request

－プロトコル種別が CCP、 ICCPの場合 

Ox0E Reset-Request

Ox0F Reset-Ack

－プロトコル種別が PAPの場合 

Ox01 Authenticate-Request

Ox02 Authenticate-Ack

Ox03 Authenticate-Nak

－プロトコル種別が CHAPの場合 

Ox01 Challenge

Ox02 Response

Ox03 Success

Ox04 Failure

－プロトコル種別が BAPの場合 

Ox01 Call-Request

Ox02 Call-Response

Ox03 Callback-Request

Ox04 Callback-Response

Ox05 Link-Drop-Request

Ox06 Link-Drop-Resp

Ox07 Call-Status-Ind

Ox08 Call-Status-Rsp

－プロトコル種別が CBCPの場合 

Ox01 Callback-Request

Ox02 Callback-Response

Ox03 Callback-Ack

 

IDフィールド値 PPPフレーム中の IDフィールドの値が、 2桁の 16進数で表示されます。

パケット長 送受信したパケット長が 10進数で表示されます。 

data= 送受信したパケットの内容を 16進数で表示します。最大 108バイト分ま

で表示され、それより後は表示されません。
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  ● 例外

ネゴシエーション開始時は、例外的に特別なトレース情報が表示されます。以下のような表
示形式となります。

[03] B1ch : PPP session start               97.09.01 09:19:54.225

         チャネル        ネゴシエーション開始を表す                  ppp trace採取時間

ログ番号（ 01 ～ 99）
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システム最大値一覧

本装置で定義可能な最大個数、またはエントリの最大数の一覧表を示します。

項　目 最大値

ルーティング スタティック 32

RIPエントリ 48

ARPエントリ 256

PPP認証ユーザ数 32

IPフィルタ 32

TOS値書き換え（オプション） 32

アドレス変換 NATテーブル数 256

静的 NATテーブル数 32

ルール定義数 32

回線接続先 登録可能数 16箇所

同時接続 2箇所同時（ ISDN） 

DHCPアドレス割り当て最大数 32

ホストデータベース定義数 32

ProxyDNS定義数 32

ポートルーティング定義数 32

スケジュール定義数 16

番号変更予約定義数 4

帯域制御定義数（オプション） 32

フレームリレーの PVC数（オプション） 16

ブリッジ
（オプション）

学習テーブルエントリ数 512

MACフィルタ登録可能数 64

アナログ発信規制 抑止番号（ポートごと設定） 10

許可番号（ポートごと設定） 10
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ISDN理由表示番号一覧

正常イベントクラス

リソース不可クラス

サービス利用不可クラス

理由コード 理由表示番号 理由種別

０１ 　＃１ 欠番

０２ 　＃２ 指定中継網へのルートなし

０３ 　＃３ 相手へのルートなし

０４ 　＃６ チャネル利用不可

０５ 　＃７ 呼が設定済のチャネルへ着呼

１０ ＃１６ 正常切断

１１ ＃１７ 着ユーザビジー

１２ ＃１８ 着ユーザレスポンスなし

１３ ＃１９ 相手ユーザ呼出中／応答なし

１４ ＃２０ 加入者不在

１５ ＃２１ 通信拒否

１６ ＃２２ 相手加入者番号変更

１Ａ ＃２６ 選択されなかったユーザの切断復旧

１Ｂ ＃２７ 相手端末故障中

１Ｃ ＃２８ 無効番号フォーマット（不完全番号）

１Ｄ ＃２９ ファシリティ拒否

１Ｅ ＃３０ 状態問合せへの応答

１Ｆ ＃３１ その他の正常クラス

理由コード 理由表示番号 理由種別

２２ ＃３４ 利用可回線／チャネルなし

２６ ＃３８ 網故障

２９ ＃４１ 一時的故障

２Ａ ＃４２ 交換機輻輳

２Ｂ ＃４３ アクセス情報廃棄

２Ｃ ＃４４ 要求回線／チャネル利用不可

２Ｆ ＃４７ その他のリソース使用不可クラス

理由コード 理由表示番号 理由種別

３１ ＃４９ サービス品質（ QOS）利用不可

３２ ＃５０ 要求ファシリティ未契約

３９ ＃５７ 伝達能力不許可

３Ａ ＃５８ 現在利用不可伝達能力

３Ｆ ＃６３ その他のサービスまたはオプションの利用不可クラス
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サービス未提供クラス

無効メッセージクラス

手順誤りクラス

インタワーキングクラス

理由コード 理由表示番号 理由種別

４１ ＃６５ 未提供伝達能力指定

４２ ＃６６ 未提供チャネル種別指定

４５ ＃６９ 未提供ファシリティ要求

４６ ＃７０ 制限ディジタル情報転送能力だけ可能

４Ｆ ＃７９ その他のサービスまたはオプションの未提供クラス

理由コード 理由表示番号 理由種別

５１ ＃８１ 無効呼番号使用

５２ ＃８２ 無効チャネル番号使用

５３ ＃８３ 指定された中断呼識別番号未使用

５４ ＃８４ 中断呼識別番号使用中

５５ ＃８５ 中断呼なし

５６ ＃８６ 指定中断呼切断復旧済

５７ ＃８７ ユーザは CUGメンバでない

５８ ＃８８ 端末属性不一致

５Ｂ ＃９１ 無効中継網選択

５Ｆ ＃９５ その他の無効メッセージクラス

理由コード 理由表示番号 理由種別

６０ 　＃９６ 必須情報要素不足

６１ 　＃９７ メッセージ種別未定義、または未提供

６２ 　＃９８ 呼状態とメッセージ不一致、またはメッセージ別未定義または未提供

６３ 　＃９９ 情報要素未定義

６４ ＃１００ 情報要素内容無効

６５ ＃１０１ 呼状態とメッセージ不一致

６６ ＃１０２ タイマ満了による回復

６Ｆ ＃１１１ その他の手順誤りクラス

理由コード 理由表示番号 理由種別　

７Ｆ ＃１２７ その他のインタワーキングクラス　



システムログ情報一覧 578

第 4部　資料編

システムログ情報一覧

■  システムのメッセージ  

(1)システム起動

【プライオリティ】 LOG_INFO

【意味】 システムが起動したことを示します。 

(2)システムダウン

【プライオリティ】 LOG_INFO

【意味】 システムダウンが発生したことを示します。（注）  通常は出力され

ません。

【パラメタの意味】 <elog> : エラーログ情報相当を表示します。

■  ディジタル通信のメッセージ  

(1)回線接続

【プライオリティ】 LOG_INFO

【意味】 発信により相手システムと接続したことを示します。このメッセー
ジは ISDN回線の場合だけ出力されます。

【パラメタの意味】 <ch> : 接続物理チャネル 

B1chまたは B2ch

<target> : ネットワーク名．接続先名 

<dial> : 相手電話番号 

<reason> : 発信契機 

forwarding packet : フォワードパケット 

ProxyDNS : ProxyDNS

MP : MP

callback : コールバック応答発信 

manual : 手動接続 

init: system startup now.

init: system down occurred.  data is followings:  
init:    <elog>

protocol: connected <ch> to <target>(<dial>) by <reason>
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【プライオリティ】 LOG_INFO

【意味】 着信により相手システムと接続したことを示します。このメッセー
ジは ISDN回線の場合だけ出力されます。

【パラメタの意味】 <ch> : 接続物理チャネル 

B1chまたは B2ch

<target> : ネットワーク名．接続先名 

<dial> : 相手電話番号

【プライオリティ】 LOG_INFO

【意味】 無課金コールバック要求を受理したことを示します。このメッセー
ジは ISDN回線の場合だけ出力されます。

【パラメタの意味】 <target> : ネットワーク名．接続先名 

<dial> : 相手電話番号

【プライオリティ】 LOG_INFO

【意味】 <ch>において着信した相手が認証により <target>と判明したこと

を示します。このメッセージは ISDN回線の場合だけ出力されます。

【パラメタの意味】 <ch> : 接続物理チャネル 

B1chまたは B2ch

<target> : ネットワーク名．接続先名

【プライオリティ】 LOG_INFO

【意味】 <ch>において着信した相手が、すでに接続している不特定相手と 

MPとして結び付けられたことを示します。

【パラメタの意味】 <ch> : 接続物理チャネル 

B1chまたは B2ch

<numbert>: 不特定相手番号。 0または 1となります。 

protocol: connected <ch> from <target>(<dial>) 

protocol: non-charge callback request from <target>(<dial>) is accepted

protocol: <ch> is decided as <target>

protocol: <ch> is MP bundled as answer<number>
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(2)回線切断

【プライオリティ】 LOG_INFO

【意味】 自側より回線切断を行い、回線が切断されたことを示します。この
メッセージは ISDN回線の場合だけ出力されます。

【パラメタの意味】 <ch> : 接続物理チャネル 

B1chまたは B2ch

<target> : ネットワーク名．接続先名 

<value> : 通話料金（円単位） 

<time> : 接続時間（ dddd.hh:mm:ssの形式）

【プライオリティ】 LOG_INFO

【意味】 相手側、または網から回線切断が通知され、回線が切断されたこと
を示します。このメッセージは ISDN回線の場合だけ出力されます。

【パラメタの意味】 <ch> : 接続物理チャネル 

B1chまたは B2ch

<target> : ネットワーク名．接続先名 

<value> : 通話料金（円単位） 

<time> : 接続時間（ dddd.hh:mm:ssの形式） 

(3)着信拒否

【プライオリティ】 LOG_INFO

【意味】 着信通知を拒絶したことを示します。このメッセージは ISDN回線

の場合だけ出力されます。

【パラメタの意味】 <dial> : 相手電話番号 

<reason> : 拒否理由 

permission denied : 着信が許可されていなかったための

拒否 

protocol: disconnected <ch> to <target> : charge=<value>yen  time=<time>

protocol: disconnected <ch> from <target> : charge=<value>yen  time=<time>

protocol: rejected call from (<dial>) because <reason>
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【プライオリティ】 LOG_INFO

【意味】 認証により着信相手判断を行おうとしたが、合致する接続先情報が
なく、かつ不特定相手着信ができない状態であったため、切断する
ことを示します。このメッセージは ISDN回線の場合だけ出力され

ます。

【パラメタの意味】 <ch> : 接続物理チャネル 

B1chまたは B2ch 

(4)同期確立 /外れ

【プライオリティ】 LOG_INFO

【意味】 回線の同期確立が完了したことを示します。このメッセージは 
HSD回線の場合だけ出力されます。

【プライオリティ】 LOG_INFO

【意味】 回線の同期外れが発生したことを示します。このメッセージは 
HSD回線の場合だけ出力されます。 

(5)自動発信抑止

【プライオリティ】 LOG_INFO

【意味】 発信抑止中のため、自動ダイヤルを中止しました。

【パラメタの意味】 <name> : 抑止の原因 

schedule : スケジュール機能による抑止 

limiter : 課金制限による抑止 

redial : 3分間に 2回を超える再発信のため自動発

呼処理を中止した。 

protocol: <ch> is not decided as any defined host, but anonymous login is not 
usable

protocol: line synchronization is established

protocol: line synchronization is failed

protocol: autodial locked by <name>
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(6)着信抑止

【プライオリティ】 LOG_INFO

【意味】 着信抑止中のため、着信処理を中止しました。

【パラメタの意味】 <name> : 抑止の原因 

schedule : スケジュール機能による抑止 

(7)課金制御条件の制限超過

【プライオリティ】 LOG_WARNING

【意味】 課金制御条件の制限を超過して発信しようとしたことを示します。

【パラメタの意味】 <reason> : 超過した内容です。以下の情報のどちらかとなります。 

time=<day>:<hour>:<min>:<sec> : 時間制限を超過しました。 

charge=<charge>yen : 課金制限を超過しました。

課金制限および時間制限の両方が超過している場合には、課金制限
超過の内容が出力されます。 

(8)連続接続失敗による発信抑止

【プライオリティ】 LOG_INFO

【意味】 連続して 30回の接続に失敗（ ISDNでは接続されるが IP通信ができ

ずに失敗の場合だけ）し、発信を禁止したことを示します。

【パラメタの意味】 <target> : ネットワーク名．接続先名 

(9) PPPネゴシエーション失敗

【プライオリティ】 LOG_INFO

【意味】 <protocol>が相手から終了させられ、そのデータ回線上において 

<protocol>で示されたプロトコルでの通信が行えなくなったことを

示します。

【パラメタの意味】 <protocol> : 終了させられたプロトコル 

IPCP : IP用のプロトコル名 

BCP :ブリッジ用のプロトコル名 

<target> : ネットワーク名 .接続先名 

protocol: callin rejected by <name>

protocol: ISDN connect limit over [<reason>]

protocol: continuous PPP negotiation error <target> : call stop

protocol: <protocol> is closed by <target>
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■  アナログ通信のメッセージ  

(1)発信完了

【プライオリティ】 LOG_INFO

【意味】 アナログの発信により相手と接続したことを示します。

【パラメタの意味】 <port> : 発信アナログポート（ TEL1,TEL2） 

<dial> : 相手電話番号 

(2)着信完了

【プライオリティ】 LOG_INFO

【意味】 アナログの着信により相手と接続したことを示します。

【パラメタの意味】 <dial1> : 自側電話番号 

<dial2> : 相手電話番号（未通知の場合、非通知理由）

【非通知理由】 

"O":サービス提供不可 Out of area

"P":ユーザ拒否 Anonymous call (Blocked number)

"S":サービス競合 Interaction with Service

"C":公衆電話からの発信 Public payphone (Public telephone) 

(3)発信中止

【プライオリティ】 LOG_INFO

【意味】 アナログの発信を中止した、または中止されました。

【パラメタの意味】 <port> : 発信アナログポート（ TEL1,TEL2） 

<dial> : 相手電話番号 

<reason> : "normal"発信したが相手が応答しないため、受話器を置

いて発信を中止したことを示します。 

: "layer1/2 error"発信したが同期外れ状態のため、発呼が

中止されたことを示します。 

detail=xx発信したが回線切断などが発生し発信が中止されたこと

を示します。

切断理由（ 16進数）、（切断理由不明時は "--"） 

analog: connected <port> to (<dial>)

analog: connected (<dial1>) from (<dial2>)

analog: stop calling <port> to (<dial>) <reason>
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【プライオリティ】 LOG_INFO

【意味】 アナログで発信したが相手より着信拒否を受信したことを示しま
す。

【パラメタの意味】 <port> : 発信アナログポート（ TEL1,TEL2） 

<dial> : 相手電話番号 

<reason> : detail=xx  切断理由（ 16進数）。（切断理由不明時は "--"） 

(4)着信中止

【プライオリティ】 LOG_INFO

【意味】 アナログで相手より着信したが、着信を中止しました。

【パラメタの意味】 <dial1> : 自側電話番号 

<dial2> : 相手電話番号（未通知の場合、非通知理由）

【非通知理由】 

"O":サービス提供不可 Out of area

"P":ユーザ拒否 Anonymous call (Blocked number)

"S":サービス競合 Interaction with Service

"C":公衆電話からの発信 Public payphone (Public telephone)

<reason> : "normal"相手より着信したが自側で応答しないため、相

手が受話器を置いたことを示します。

【プライオリティ】 LOG_INFO

【意味】 アナログで相手より着信したが着信拒否、または、回線切断などが
発生したことを示します。

【パラメタの意味】 <dial1> : 自側電話番号 

<dial2> : 相手電話番号（未通知の場合、非通知理由）

【非通知理由】 

"O":サービス提供不可 Out of area

"P":ユーザ拒否 Anonymous call (Blocked number)

"S":サービス競合 Interaction with Service

"C":公衆電話からの発信 Public payphone (Public telephone)

<reason> : detail=xx切断理由（ 16進数）。（切断理由不明時は "--"） 

analog: abort calling <port> to (<dial>) <reason>

analog: abort called (<dial1>) from (<dial2>) <reason>

analog: stop called (<dial1>) from (<dial2>) <reason>
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(5)自分から切断

【プライオリティ】 LOG_INFO

【意味】 アナログで相手と接続後、受話器を置いて通話相手との接続を切断
したことを示します。

【パラメタの意味】 <dial> : 相手電話番号（未通知の場合、非通知理由）

【非通知理由】 

"O":サービス提供不可 Out of area

"P":ユーザ拒否 Anonymous call (Blocked number)

"S":サービス競合 Interaction with Service

"C":公衆電話からの発信 Public payphone (Public telephone)

<value> : 通話料金（円単位） 

<time> : 接続時間（ dddd.hh:mm:ssの形式） 

<reason> : "normal"自側の受話器を置いたことより切断したことを

示します。 

(6)相手から切断

【プライオリティ】 LOG_INFO

【意味】 アナログで相手と接続後、通話相手との接続を切断したことを示し
ます。

【パラメタの意味】 <dial> : 相手電話番号（未通知の場合、非通知理由）

【非通知理由】 

"O":サービス提供不可 Out of area

"P":ユーザ拒否 Anonymous call (Blocked number)

"S":サービス競合 Interaction with Service

"C":公衆電話からの発信 Public payphone (Public telephone)

<value> : 通話料金（円単位） 

<time> : 接続時間（ dddd.hh:mm:ssの形式） 

<reason> : "normal"通話相手が受話器を置いたことにより切断した

ことを示します。 

detail=xx 切断理由（ 16進数）。（切断理由不明時は "--"） 

analog: disconnected to (<dial>) charge=<value>yen time=<time> <reason>

analog: disconnected from (<dial>) charge=<value>yen time=<time> <reason>
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(7)着信転送

【プライオリティ】 LOG_INFO

【意味】 アナログであらかじめ設定された相手から着信したため、別の接続
相手へ自動的に転送したことを示します。

【パラメタの意味】 <dial1> : （着信元）相手電話番号（未通知の場合、非通知理由）

【非通知理由】 

"O":サービス提供不可 Out of area

"P":ユーザ拒否 Anonymous call (Blocked number)

"S":サービス競合 Interaction with Service

"C":公衆電話からの発信 Public payphone (Public telephone)

<dial2> : （転送先）相手電話番号 

<reason> : "normal"正常に別の接続相手へ転送できたことを示しま

す。 

detail=xx 切断理由（ 16進数）。（切断理由不明時は "--"） 

(8)着信あり

【プライオリティ】 LOG_INFO

【意味】 アナログで相手より着信しました。

以降のログで着信完了 (connected)、着信中止 (abort called,stop 

called)が表示されます。

【パラメタの意味】 <dial1> : 自側電話番号 

<dial2> : 相手電話番号（未通知の場合、非通知理由）

【非通知理由】 

"O":サービス提供不可 Out of area

"P":ユーザ拒否 Anonymous call (Blocked number)

"S":サービス競合 Interaction with Service

"C":公衆電話からの発信 Public payphone (Public telephone)

<reason> : 高位レイヤ特性識別

※高位レイヤ整合性情報要素が含まれていた場合だけ表
示します。 

HLC=xx（ 16進数） 

analog: call deflection from (<dial1>) to (<dial2>) <reason>

analog: receive call (<dial1>) from (<dial2>) <reason>
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■  オンラインサポートのメッセージ  

(1)回線接続

【プライオリティ】 LOG_INFO

【意味】 オンラインサポート処理のために、相手システムと接続したことを
示します。

【パラメタの意味】 <mode> : 発信／着信の識別 

to : 発信 

from : 着信 

<dial> : 相手電話番号。サブアドレスが存在する場合は ’*’に続

けて表示します。 

(2)回線切断

【プライオリティ】 LOG_INFO

【意味】 自側より回線切断を行い、回線が切断されたことを示します。この
メッセージは ISDN回線の場合だけ出力されます。

【パラメタの意味】 <mode> : 切断要求を行った側 

to : 自側 

from : 相手側または網 

<value> : 通話料金（円単位） 

<time> : 接続時間（ dddd.hh:mm:ssの形式） 

(3)着信拒否

【プライオリティ】 LOG_INFO

【意味】 着信通知を拒絶したことを示します。

【パラメタの意味】 <dial> : 相手電話番号。サブアドレスが存在する場合は ’*’に続

けて表示します。 

<reason> : 拒否理由 

UUI error : 接続要求に含まれる UUIが矛盾 

permission denied : オンラインサポート処理は非許可 

dialno error : 非許容の相手からのオンラインサ

ポート要求 

subaddress error : 非許容のサブアドレス指定 

Busy : オンラインサポート中 

dlinkd: connected - <mode> unknown(<dial>) by onlineSupport

dlinkd: disconnected - <mode> unknown : charge=<value>yen  time=<time>

dlinkd: rejected call from unknown(<dial>) because <reason>
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■  ProxyDNSのメッセージ 

(1) ProxyDNSの問い合わせパケット

【プライオリティ】 LOG_INFO

【意味】 発信契機となった DNSの問い合わせパケットの内容を示します。

このメッセージは ISDN回線の場合だけ出力されます。

【パラメタの意味】 <type> : 問い合わせタイプ 

<qname> : 問い合わせホスト名 

<ipaddr> : 発信元ホストの IPアドレス 

<remote>: 問い合わせ先ネットワーク名 

proxydns: QNAME [<type>:<qname>] from <ipaddr> to <remote>

 

<type> 番号 説明

“ A” 1 host address

“ NS” 2 authoritative server

“ CNAME” 5 canonical name

“ SOA” 6 atart of authority zone

“ MB” 7 mailbox domain name

“ MG” 8 mail group member

“ MR” 9 mail rename name

“ NULL” 10 null resource record

“ WKS” 11 well known service

“ PTR” 12 domain name pointer

“ HINFO” 13 host information

“ MINFO” 14  mailbox information

“ MX” 15  mail routing information

“ TXT” 16 text strings

“ SRV” 33 Server Selection

“ ANY” 255 wildcard match

“ Type[番号 ]” 上記以外
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(2)エラー検知によるパケット破棄

【プライオリティ】 LOG_WARNING

【意味】 不正と思われる typeや classを持つ DNS要求を破棄したことを示

します。

【パラメタの意味】 <type> : DNS要求パケットの Typeの値 

<class> : DNS要求パケットの Classの値 

<address>: DNS要求発行元の IPアドレス 

<name> : DNS要求を行った名前

■  ftpdのメッセージ  

(1)ログイン成功

【プライオリティ】 LOG_INFO

【意味】 ftpdへのログインに成功しました。

【パラメタの意味】 <user> : ログインユーザ名 

<address>: クライアントの IPアドレス 

(2)ログイン失敗（認証エラー）

【プライオリティ】 LOG_INFO

【意味】 ftpdへのログインに失敗しました。

無効なユーザ名または間違ったパスワードです。

【パラメタの意味】 <user> : ログインユーザ名 

<address>: クライアントの IPアドレス 

(3)ファイル蓄積完了

【プライオリティ】 LOG_INFO

【意味】 ファイル蓄積（クライアントからの put）により ROMが上書きさ

れたことを示します。

【パラメタの意味】 <filename>: 上書きされたファイル名 

proxydns: ERROR: record type <type>, class <class>, from <address>   

 　　　　　　　　 QNAME [<name>] 

ftpd: login <user> from <address>

ftpd: <user> login incorrect from <address>

ftpd: <filename> Write complete
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■  スケジュールのメッセージ  

(1)電話番号変更予約の実施

【プライオリティ】 LOG_INFO

【意味】 スケジュール機能による電話番号変更が実施されたことを示しま
す。

【パラメタの意味】 <dial1> : 電話番号変更予約情報の変更前電話番号 

<dial2> : 電話番号変更予約情報の変更後電話番号 

<no> : 処理通番 

<config> : 対象となる構成定義情報の名称 

<name>は相手ネットワーク名、アクセスポイント名、

または相手識別名を示します。 

<n>は数字を示します。（詳細は各コマンドの説明を参照） 

wan.<n>.isdn.number.<n>

wan.<n>.isdn.numbersend

remote.<name>.ap.<name>.dial.<n>.number

remote.<name>.ap.<name>.called.number

remote.<name>.ap.<name>.called.callback.number

remote.<name>.ap.<name>.callback.number

answer.callback.number

analog.isdn.number

analog.numlist.<name>

analog.flex.call.deflection.line

analog.flex.call.deflection.port1

analog.flex.call.deflection.port2

analog.flex.call.deflection.in1

analog.flex.call.deflection.in2

analog.flex.call.deflection.in3

analog.inumber.in1

analog.inumber.in2

analog.inumber.in3

tel.<n>.dialin

tel.<n>.number

tel.<n>.denylist.<n>

tel.<n>.permitlist.<n>

rcmdinfo.auth

<dial3> : 変更する電話番号 

scheduled: action: dial number convert [<dial1>] to [<dial2>]
scheduled: [<no>] <config>: dial number [<dial3>] convert
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(2)電話番号変更の失敗

【プライオリティ】 LOG_INFO

【意味】 スケジュール機能による電話番号変更が実施されましたが、構成定
義格納サイズを超えたため、変更に失敗したことを示します。

■  メールチェックのメッセージ  

(1)メールチェックの実施

【プライオリティ】 LOG_INFO

【意味】 Eメールエージェント機能によるメールチェックが実施されたこと

を示します。リモートメールチェックにより実施された場合は、 
"by Remote"が付加されます。

【パラメタの意味】 <user> : ユーザ名 

(2)メール転送の実施

【プライオリティ】 LOG_INFO

【意味】 Eメールエージェント機能によるメール転送が実施されたことを示

します。宛先メールアドレスが複数定義されている場合は、宛先
メールアドレスごとに出力します。

【パラメタの意味】 <user> : ユーザ名 

<to> : 宛先メールアドレス 

(3)メール一覧送信の実施

【プライオリティ】 LOG_INFO

【意味】 Eメールエージェント機能によるメール一覧送信が実施されたこと

を示します。宛先メールアドレスが複数定義されている場合は、宛
先メールアドレスごとに出力します。

【パラメタの意味】 <user> : ユーザ名 

<to> : 宛先メールアドレス 

scheduled: config size over, convert failed.

emaild: <user>: mail receive check [by Remote].

emaild: <user>: mail relay to <to>

emaild: <user>: mail list send to <to>
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(4) TELメールの実施

【プライオリティ】 LOG_INFO

【意味】 Eメールエージェント機能による TELメールが実施されたことを示

します。

【パラメタの意味】 <num> : ポート番号 

<to> : 宛先メールアドレス 

(5)サーバの検索（ DNS）の失敗（サーバエラー）

【プライオリティ】 LOG_INFO

【意味】 Eメールエージェントが処理を実施したが、構成定義に指定された

メールサーバを発見できなかったことを示します。

【パラメタの意味】 <user> : ユーザ名または、ポート番号 

<phase> : 発生契機  "POP" または、 "SMTP"

<server> : メールサーバ名 

(6)サーバとの接続エラー

【プライオリティ】 LOG_INFO

【意味】 Eメールエージェントが処理を実施したが、構成定義に指定された

メールサーバに接続できなかったことを示します。

【パラメタの意味】 <user> : ユーザ名または、ポート番号 

<phase> : 発生契機  "POP"または、 "SMTP"

<server> : メールサーバ名 

(7)メール送受信時のエラー

【プライオリティ】 LOG_INFO

【意味】 Eメールエージェントが処理を実施したが、メール送受信時になん

らかの理由によりメールサーバがエラー通知したことを示します。

【パラメタの意味】 <user> : ユーザ名または、ポート番号 

<phase> : 発生契機  "POP"または、 "SMTP"

<message>: メールサーバが送信するエラーメッセージメールサー

バから応答がない場合は、 "timeout"が設定されます。 

emaild: TEL<num>: Tel mail send to <to>

emaild: <user>[<phase>]: <server>: Host name lookup failure.

emaild: <user>[<phase>]: <server>: Unable to connect.

emaild: <user>[<phase>]: <message>
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■  メール着信通知のメッセージ  

(1)メール着信通知メッセージ

【プライオリティ】 LOG_INFO

【意味】 メール着信通知の受信したことを示します。

【パラメタの意味】 <to> : メール受信者 

<from> : メール送信者 

(2)メール着信通知（不定フォーマット：着サブアドレスなし）メッセージ

【プライオリティ】 LOG_INFO

【意味】 メール着信通知（不定フォーマット :着サブアドレスなし）の受信

したことを示します。

【パラメタの意味】 <message>: メール着信通知のメッセージ 

(3)メール着信通知（不定フォーマット：着サブアドレス付き）メッセージ

【プライオリティ】 LOG_INFO

【意味】 メール着信通知（不定フォーマット :サブアドレス付き）の受信し

たことを示します。

【パラメタの意味】 <subaddr>: 着サブアドレス 

<message>: メール着信通知のメッセージ

■  マルチ TAのメッセージ 

(1)回線接続

【プライオリティ】 LOG_INFO

【意味】 発信により相手システムと接続したことを示します。

【パラメタの意味】 <ch> : 接続物理チャネル 

B1chまたは B2ch

<dial> : 接続ダイアル番号 

missd: mail received. To:<to> From:<from>

missd: mail received. Mail:<message>

missd: mail received. PHONE_NO(dst):<subaddr> Mail:<message>

mtad: connected <ch> to (<dial>) by multiTA
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(2)自側からの回線切断

【プライオリティ】 LOG_INFO

【意味】 自側より回線切断を行い、回線が切断されたことを示します。

【パラメタの意味】 <ch> : 接続物理チャネル 

B1chまたは B2ch

<dial> : 接続ダイアル番号 

<value> : 通話料金（円単位） 

<time> : 接続時間（ dddd.hh:mm:ssの形式） 

(3)相手または網からの回線切断

【プライオリティ】 LOG_INFO

【意味】 相手側、または網から回線切断が通知され、回線が切断されたこと
を示します。

【パラメタの意味】 <ch> : 接続物理チャネル 

B1chまたは B2ch

<dial> : 接続ダイアル番号 

<value> : 通話料金（円単位） 

<time> : 接続時間（ dddd.hh:mm:ssの形式） 

mtad: disconnected <ch> to (<dial>) : charge=<value>yen time=<time>

mtad: disconnected <ch> from (<dial>) : charge=<value>yen time=<time>
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■  フレームリレーのメッセージ（オプション） 

(1) CLLMメッセージ受信

【プライオリティ】 LOG_INFO

【意味】 CLLMメッセージを受信しました。

【パラメタの意味】 <kind> : CLLMメッセージの種類 

2 ：トラフィックによる軽輻輳 

3 ：トラフィックによる重輻輳 

6 ：装置故障（短時間） 

7 ：装置故障（長時間） 

10：保守動作（短時間） 

11：保守動作（長時間） 

16：原因不明の軽輻輳 

17：原因不明の重輻輳

輻輳通知を受けた場合はスループットを減少させ
ます。

装置故障通知または保守動作通知を受けた PVCを

インアクティブにします。 

<remote_name>: 相手ネットワーク名

ネットワーク名がない場合は「 remote<remote番号 >」 

<dlci> : 通知内容に該当する DLCI 

(2) PVC状態アクティブ

【プライオリティ】 LOG_INFO

【意味】 PVC状態確認手順のフル状態表示または単一 PVC非同期状態表示

によって PVCがアクティブになりました。

【パラメタの意味】 <remote_name>: 相手ネットワーク名

ネットワーク名がない場合は「 remote<remote番号 >」 

<dlci> : アクティブとなった PVCの DLCI

frctl: received CLLM(<kind>) about <remote_name>(DLCI:<dlci>)

frctl: <remote_name>(DLCI:<dlci>) became active
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(3) PVC状態インアクティブ

【プライオリティ】 LOG_INFO

【意味】 PVC状態確認手順のフル状態表示または単一 PVC非同期状態表示

によって PVCがインアクティブになりました。

【パラメタの意味】 <remote_name>: 相手ネットワーク名

ネットワーク名がない場合は「 remote<remote番号 >」 

<dlci> : インアクティブとなった PVCの DLCI 

(4) CLLMメッセージ軽輻輳通知による PVCアクティブ

【プライオリティ】 LOG_INFO

【意味】 CLLMメッセージの軽輻輳通知によって PVCがアクティブになりま

した。

【パラメタの意味】 <remote_name>: 相手ネットワーク名

ネットワーク名がない場合は「 remote<remote番号 >」 

<dlci> : アクティブとなった PVCの DLCI 

(5) CLLMメッセージ重輻輳通知による PVCアクティブ

【プライオリティ】 LOG_INFO

【意味】 CLLMメッセージの重輻輳通知によって PVCがアクティブになりま

した。

【パラメタの意味】 <remote_name>: 相手ネットワーク名

ネットワーク名がない場合は「 remote<remote番号 >」 

<dlci> : アクティブとなった PVCの DLCI 

(6) CLLMメッセージ装置故障通知または保守動作通知による PVCインアクティブ

【プライオリティ】 LOG_INFO

【意味】 CLLMメッセージの装置故障通知または保守動作通知によって PVC

がインアクティブになりました。

【パラメタの意味】 <remote_name>: 相手ネットワーク名

ネットワーク名がない場合は「 remote<remote番号 >」 

<dlci> : インアクティブとなった PVCの DLCI

frctl: <remote_name>(DLCI:<dlci>) became inactive

frctl: <remote_name>(DLCI:<dlci>) became active by CLLM light

frctl: <remote_name>(DLCI:<dlci>) became active by CLLM serious

frctl: <remote_name>(DLCI:<dlci>) became inactive by CLLM stop
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(7) T2タイマタイムアウトによる PVCアクティブ

【プライオリティ】 LOG_INFO

【意味】 CLLM回復タイマ（ T2）のタイムアウトによって PVCがアクティ

ブになりました。

【パラメタの意味】 <remote_name>: 相手ネットワーク名

ネットワーク名がない場合は「 remote<remote番号 >」 

<dlci> : アクティブとなった PVCの DLCI 

(8) PVC状態確認手順による回線故障検出

【プライオリティ】 LOG_INFO

【意味】 PVC状態確認手順により回線異常を検出した。

最新の 4回の「状態問合」メッセージの送信に対し、「状態表示」

メッセージ未受信または無効メッセージ受信のエラーを 3回以上検

出したことを示します。 

(9) PVC状態確認手順による回線の故障状態からの回復

【プライオリティ】 LOG_INFO

【意味】 PVC確認手順により検出した回線異常状態から回復した。 

3回連続して正しい「状態表示」メッセージを受信したことを示し

ます。

■  ブリッジ／ STPのメッセージ（オプション） 

(1)構成変更を検出

【プライオリティ】 LOG_INFO

【意味】 ブリッジネットワークの構成の変化を検出したことを示します。

【パラメタの意味】 <root> : ルートブリッジの MACアドレス 

<priority> : ルートブリッジの優先度 

frctl: <remote_name>(DLCI:<dlci>) became active by T2-timer timeout

frctl: PVC link was disconnected

frctl: PVC link recover

protocol: Topology changed [<root>:<priority>]



システムログ情報一覧 598

第 4部　資料編 

(2)上位ブリッジのダウンを検出

【プライオリティ】 LOG_INFO

【意味】 自装置の上位のブリッジ装置から定期的に送信される構成情報 
BPDUが規定時間内に受信できないことにより上位ブリッジ装置の

ダウンを検出したことを示します。

【パラメタの意味】 <root> : ルートブリッジの MACアドレス 

<interface> : ダウンを検出したブリッジ装置が接続されるインタ

フェース名

■  その他のメッセージ  

(1)課金情報のクリア

【プライオリティ】 LOG_INFO

【意味】 課金情報をクリアし、統計情報、課金情報を通知したことを示しま
す。

【パラメタの意味】 <name> : 課金情報をクリアしたプログラム 

scheduled : スケジュール機能によりクリア 

httpd : ブラウザによるクリア 

telnetd : telnetコマンドによるクリア 

<type> : データまたはアナログの種別を示します。 

data : データポート 

analog : アナログポート 

multita : マルチ TA

<value> : 総通話料金（円単位） 

<time> : 総接続時間（ dddd.hh:mm:ssの形式） 

protocol: STP aging timer expired [<root>:<interface>]

<name>: ISDN(<type>) totalcharge=<value>yen totaltime=<time>
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(2)システムリセットエラー

【プライオリティ】 LOG_ERROR

【意味】 リセット処理を実施しようとしたが、ファーム更新中、構成定義の
保存中、他スレッドでリセット処理中などにより、リセット処理が
できなかったことを示します。

【パラメタの意味】 <name> : リセットを実施したプログラム 

scheduled: スケジュールによる電話番号変更後のリセット 

httpd : ブラウザによるリセット 

telnetd : telnetdコマンドによるリセット 

(3)動的定義反映実行

【プライオリティ】 LOG_INFO

【意味】 動的定義反映が実行されたことを示します。

（ 4）重複メッセージの省略

【プライオリティ】 直前のメッセージと同じ

【意味】 同じメッセージが繰り返されたので表示を省略したことを示します。

【パラメタの意味】 <num> : 繰り返された回数

【注意事項】 このメッセージは、重複したメッセージの繰り返しが終わり、異な
るメッセージが出力された時に、その異なるメッセージの直前に出
されます。

（ 5） IPアドレス重複

【プライオリティ】 LOG_WARNING

【意味】 LANの IPアドレス、センカンダリ IPアドレスで設定したネットワー

クアドレスが重複していることを示します。

【パラメタの意味】 <no> : lan定義番号 

<other_no> : lan定義番号 

<name>: ERROR: system reset busy.

enabled: system configration restarted

same message repeated <num> times

enabled: lan <no> has same network/address as lan <other_no>
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文字入力フィールドに入力できる文字一覧 

• 文字入力フィールドでは半角文字だけを使用してください。ただし、空白文字、
「”」、「 <」、「 >」、「 &」、「 %」は入力しないでください。入力すると、ブラウザ

での設定が不可能となります。 

• Eメールエージェントのメール転送条件の設定（ P.405）では全角文字も使用で

きます。 

! # $ ‘ ( ) * + , - . /

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 : ; = ?

@ A B C D E F G H I J K L M N O

P Q R S T U V W X Y Z [ ￥ ] ^ _

‘ a b c d e f g h i j k l m n o

p q r s t u v w x y z { | } ~
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用語集 

2分岐モジュラコネクタ 1本の回線を 2つに分岐させるためのコネクタです。 

DA64、 DA128 ディジタルアクセス 64、ディジタルアクセス 128

DHCP（ Dynamic Host Configurarion ネットワーク上のホストに対して、 IPアドレスやネット 

Protocol） マスクなどのネットワーク構成情報を動的に割り当てる

ための機能です。本装置は、 DHCPサーバ機能をサポー

トしており、 DHCPクライアント機能を持っているパソ

コンに対して、自動的に IPアドレスなどの情報を割り当

てることができます。

→ DHCPサーバ 

DHCPサーバ DHCPを用いて、 IPアドレスなどの設定を配布・管理す

るシステムです。 

DION（ NEWEB） KDDIが提供するインターネット専用線接続サービスです。 

DNS（ Domain Name System） IPアドレスとドメイン名を対応させるシステムです。

→ドメイン名、 DNSサーバ 

DNSサーバ IPアドレスとドメイン名の対応を管理するコンピュータ

またはソフトです。 

DSU（ Digital Service Unit） NTTの電話回線とディジタル通信機器の間につなぎま

す。本装置や ISDN機器などのディジタル通信機器が送

受信するディジタル信号と、 ISDN回線で使用されてい

るディジタル信号とを変換します。ディジタルサービス
装置とも呼ばれます。 

HSD線 →ハイ・スーパー・ディジタル線

ｉ・ナンバー INSネット 64の付加サービスです。このサービスをご契

約になると契約者回線番号の他に 2つの電話番号を持つ

ことができます。動作モードを設定することによって、
接続している端末を鳴り分けさせることができます。 

INSネット 64 NTTが提供する ISDN通信網サービスです。回線 1本に

つき 2つの Bチャネル（ 64Kbps）と、 1つの Dチャネル

（ 16Kbps）を備えています。 

IP（ Internet Protocol） 通信プロトコルのひとつです。インターネットで標準的

に使われています。 

IPアドレス IPによる通信（ IPネットワーク）を行う際、ネットワー

ク上の機器を識別するためのものです。通常は
「 192.168.1.1」のように、ピリオドをはさんだ 4つの数

字（ 0～ 255）で表します。 

IPアドレスの静的割り当て ネットワーク上のホストそれぞれに固有の IPアドレスを

割り当てることを言います。
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IPアドレスの動的割り当て ネットワーク上のホストに、必要に応じて IPアドレスを

割り当てることを言います。 

ISDN（ Integrated Services Digital ディジタル通信網の国際標準規格です。 

Network） 

LAN（ Local Area Network） 構内回線を使用した狭い地域でのコンピュータ・ネット

ワークです。局部地域通信網とも呼ばれます。企業内で
は社内 LANと呼ばれます。 

LANカード Ethernetポートを持たないパソコンを LANにつなぐため

に使います。 

MP（ Multilink PPP） INSネット 64で提供している Bチャネル（ 64Kbps） 2本

を論理的に束ねることによって、最大 128Kbpsでの通信

を可能にします。 

NAT（ Network Address Translation）アドレス変換機能とも言います。 NATは、プライベート

アドレスとグローバルアドレスを変換する機能です。本
装置では、 NAT機能を拡張したマルチ NATもサポートし

ています。 

OCN（ Open Computer Network） NTTが提供するインターネット接続サービスです。 OCN

ダイヤルアップ、 OCNエコノミー、 OCNスタンダード、 

OCNエンタープライズの 4種類があります。 

OCNエコノミー NTTが提供するインターネット専用線接続サービスです。 

ODNエコノミー 日本テレコムが提供するインターネット専用線接続サー

ビスです。 

ping IPによる通信（ IPネットワーク）で、疎通確認をするた

めのコマンドです。 

TOSフィールド値 Type Of Serviceの略で、 IPパケットのサービスの種類を

表します。 

WAN（ Wide Area Network） 一般の電話回線、 ISDN回線、専用線などを使い、遠隔

地の LANどうしを接続するネットワークです。広域情報

通信網とも呼ばれます。 

WWWブラウザ HTTP（ HyperText Transfer Protocol）を用いて取得した

文字、画像などを表示するためのソフトです。主なもの
として Netscape Navigator/Communicatorや Microsoft 

Internet Explorerなどがあります。

アドレスマスク IPアドレスを持ったパソコン、ホスト、サーバなどの

ネットワークに接続されている装置のグループを表現す
るときに使用します。アドレスマスクは、例えば、ある
ネットワーク内の端末全部をまとめて表現するときなど
に便利な書き方です。このアドレスマスクには、ネット
ワーク全体を示すためのネットマスクと、ローカルな
ネットワーク（サブネット）を示すサブネットマスクな
どがあります。また、ネットワークの形状とは無関係に
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IPアドレス n番から n+m番までの端末を指す場合にも使

われます（ここで nと mは 2のべき乗の数になります）。

これらマスク値には“ 24”などと書きます。これは 

32bitの IPアドレスの最初の 24bit分がマスク値であるこ

とを示すものです。また“ 255.255.255.0”などのよう

にドット表記で表現する場合もあります。

例えば、 192.168.2.0のネットワーク番号は Class Cです

からネットマスク値は 24（ 255.255.255.0）です。

ここでサブネットマスクとして 26（ 255.255.255.192）

を指定すれば、

　（ 1） 192.168.2.0～ 192.168.2.63

　（ 2） 192.168.2.64～ 192.168.2.127

　（ 3） 192.168.2.128～ 192.168.2.191

　（ 4） 192.168.2.192～ 192.168.2.255

の 4つサブネットワークが作られます。

さらにここで（ 1）のサブネット内の端末のうち、 

192.168.2.192～ 192.168.2.207の IPアドレスを持った 

16台の端末グループを表現する場合には、アドレスマス

ク 192.168.2.192/28（ 255.255.255.240）と指定します。

なお、ネットマスクとサブネットマスクは明確な区別な
しに使われることも多いようです。本マニュアルでは
ネットマスクとサブネットマスクの両方の意味も含めて
ネットマスクと呼びます。

アナログ回線 NTTの従来の回線網です。 NTTでは加入者回線と呼びます。

課金単位時間 無通信監視タイマと連動して単位時間内は回線を切断しな
いように動作させ、通信料金を節約することができます。

カスケード接続 HUBどうしをつなぐことを言います。

加入者回線 →アナログ回線

疑似キャッチホン NTTとの契約なしで、キャッチホンと同様の使いかたが

できます。

グローバルアドレス インターネット上のホストを識別するために InterNICな

どのアドレス管理機構から割り当てられる、唯一無二の 
IPアドレスです。

グローバル着信機能 NTTのダイヤルインサービスを利用している場合でも、

ダイヤルイン番号による呼び分けを行わないようにする
機能です。

サブアドレス 同一の ISDN回線上につないだ複数の ISDN機器を呼び分

けるときに使用します。通常の電話番号の末尾に設定し
ておきます。

（例： 03－ 1111－ 1111＊ 001）。
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サブネットマスク →ネットマスク

三者通話 通話中に電話がかかってきた場合、三者で通話できる
サービスです。

終端抵抗 ISDN機器をつなぐ配線を流れるディジタル信号を安定

させるためのものです。

詳細設定メニュー ［詳細設定］アイコンをクリックすると、このメニューが
表示されます。

このメニューからルータ設定とアナログ設定ができます。

専用線接続 ハイ・スーパー・ディジタル線（ HSD）やディジタルア

クセス 64／ 128（ DA64/128）などのディジタル専用線

を使ってプロバイダと常時接続します。

操作メニュー ［操作］アイコンをクリックすると、このメニューが表示
されます。

ダイヤルインサービス NTTが提供するサービスです。会社などの構内にある電

話を、外部から直接呼び出せます。

ダイヤルイン番号 NTTのダイヤルインサービスで、電話機それぞれに割り

当てられる番号です。

ダイヤルトーン 電話機の受話器を上げたときに聞こえる、「ツー」という
音のことです。

ターミナルアダプタ モデムやアナログ電話機、 FAXなどのアナログ機器を 

ISDN回線につなぐための装置です。

ダブルフック 通話中に電話機のフックを 2回押すことです。

端末型ダイヤルアップ接続 パソコン 1台だけでプロバイダに接続するためのサービ

スです。インターネットを利用するたびにプロバイダに
ダイヤルします。接続するたびに IPアドレスが 1個割り

当てられます。

着信転送 かかってきた電話を受けずに、他の番号に転送します。

通信中転送 通話中の電話を、別の番号に転送します。

ディジタル電話機 TA（ターミナルアダプタ）などを介さず、 ISDN回線に

直接つなぐことができる電話機です。

テレホーダイ NTTが提供するサービスです。午後 11時から午前 8時ま

での深夜・早朝時間帯に、あらかじめ指定した 2つの電

話番号に対してかけ放題になります。利用にあたっては、 
NTTとの契約が必要です。

転送元／転送トーキ かかってきた電話を、別の電話に転送する際、相手に
メッセージを流すかどうかを指定できます。この場合、 
NTTとの契約が必要です。「アナログ共通情報」ページ

の「着信転送」で「する」を選択します。ここで転送
トーキ「あり」を選択すると、“ただいま電話を転送しま
すので、しばらくお待ちください。”などのメッセージが
流れます。転送元トーキ「あり」を選択すると、“電話が
転送されます。”などのメッセージが流れます。
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電池ボックス バックアップ用の電池を収納します。

ドメイン名 インターネットに接続されているコンピュータを識別す
るための名前です。例えば「 xxx@△△△ .ne.jp」という

電子メールアドレスを持っている場合なら、「△△△ 
.ne.jp」がドメイン名になります。

トーン／パルス切替スイッチ ダイヤルする際に発信する信号の種類を切り替えるため
のスイッチです。通常電話機の底面や背面にあります。

鳴り分け番号 ｉ・ナンバーサービスを契約すると 2つまで電話番号が

追加できます。契約者回線番号が鳴り分け番号 1となり、

追加番号がそれぞれ鳴り分け番号 2、 3となります。

ナンバー・ディスプレイ ナンバー・ディスプレイ対応電話機を使用している場合、
「使用する」を選択すると、電話機に相手番号を表示させ
ることができます。通常の電話機をご利用の場合は「使
用しない」を選択してください。相手が ISDN回線の場

合は、 NTTの INSナンバー・ディスプレイサービスを契

約していなくても、相手番号が通知されます。相手がア
ナログ電話網の場合は、 INSナンバー・ディスプレイ

サービスを契約しないと相手番号が通知されません。

ネットマスク IPアドレスからネットワーク部とホスト部を分離するた

めの区切りを表します。例えば、 IPアドレスが

「 192.168.1.1」、ネットマスクが「 255.255.255.0」の場

合、ネットワーク部は「 192.168.1」、ホスト部は「 1」

になります。

ネットワーク型ダイヤルアップ接続 複数のパソコンからプロバイダに接続するためのサービ
スです。インターネットを利用するたびにプロバイダに
ダイヤルします。契約した台数分の IPアドレスが割り当

てられます。 LAN型ダイヤルアップ接続とも呼びます。

ネットワーク部 →ネットマスク

ハイ・スーパー・ディジタル線 NTTが提供する高速ディジタル通信サービスです。特定

（ HSD） の地点を専用線で接続します。料金は定額制です。 

HUB 3台以上のパソコンやワークステーションを 10BASE-T
ケーブルでつないで LANを構築するときに使う装置です。

バックアップ用電池 本装置で停電時のバックアップ用に使用します。単 3ア

ルカリ乾電池 8本が必要です。

発信者番号通知 電話をかけてきた相手の番号を通知する機能です。

表示メニュー ［表示］アイコンをクリックすると、このメニューが表示
されます。

ファームウェア 本装置を操作するための内蔵ソフトウェアです。

→メンテナンスメニュー

フッキング 通話中に電話機のフックを 1回押すことです。通話中の

電話を保留にするときに使います。
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フレームリレー パケット方式で高速にデータを転送できる公衆回線網で
す。接続先の相手ごとに論理チャネルを固定的に接続し
ているため、公衆網を使って閉域ネットワークを構築す
ることができます。

フレックスホン NTTが提供するサービスです。コールウェイティング、

三者通話、通信中転送、着信転送の 4種類があります。

フレッツ・ ISDN NTTが提供するダイヤルアップ接続方式のサービスで

す。定額料金なので常時接続に近い形でインターネット
ができます。

ホスト部 →ネットマスク

マルチダイヤル機能 ダイヤルしたアクセスポイントにつながらないとき、登
録しておいた別のアクセスポイントに自動的にダイヤル
する機能です。

→「同一プロバイダのアクセスポイントを複数指定（マルチダ
イヤル）」（ P.69）

無通信監視タイマ プロバイダとの通信が一定時間なかったとき、自動的に
回線を切断する機能です。

メンテナンスメニュー ［メンテナンス］アイコンをクリックすると、このメ
ニューが表示されます。

モジュラコネクタ 電話回線の屋内配線と電話機をつなぐための機具（大き
さ約 3× 7cm）。取り付け、取り外しには電気通信工事

担任者資格が必要です。現在ではモジュラジャックの使
用が主流になっています。

モジュラジャック 一般家屋の電話線用などで使用する、壁面に取り付けら
れたモジュラケーブルの差込口です。
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Q&A

 

DSU、アナログポート関連 
Q1. U点インタフェースとは何ですか？ 
Q2. DSUを無効にして、既設の DSUに接続することはできますか？ 
Q3. TAや G4FAXなど、他の ISDN機器が接続できますか？ 
Q4. DSU折り返し機能はありますか？ 
Q5. 本装置を設定する前に、アナログポートにつないだ電話は使えますか？ 
Q6. アナログポートごとに電話番号を割り当てられますか？ 
Q7. 今まで使っていた番号をそのまま使うことはできますか？ 
Q8. アナログポートごとにダイヤルイン設定は可能ですか？ 
Q9. ダイヤルインサービスを使わずに、アナログポートに優先順位をつけられますか？ 
Q10. フレックスホンに対応していますか？ 
Q11. MP機能を使っているときに電話がかかってきたらどうなりますか？ 
Q12. 停電時でも電話が使えますか？ 
10BASE-T HUBについて 
Q13. 5台以上のパソコンを HUBポートにつなげられますか？
ネットワーク構成について 
Q14. 『端末型接続』と『ネットワーク型接続』にはどんな違いがありますか？ 
Q15. 本装置に ISDN回線を介して TA＋パソコンから接続できますか？ 
Q16. OCNエコノミーや OCNダイヤルアクセスやフレッツ・ ISDNでも利用できますか？ 
Q17. 本装置どうしで接続できますか？ 
Q18. PHSからの着信はできますか？ 
Q19. 一方をプロバイダ、一方を会社のルータに（同時に）つなぐことはできますか？ 
Q20. 複数のプロバイダを利用できますか？ 
Q21. パソコン通信にも使えますか？
サポート機能について 
Q22. 複数台のパソコンから同時にインターネットにアクセスできますか？ 
Q23. 本装置の LANには最大何台のパソコンが接続できますか？ 
Q24. どんなプロトコルをサポートしていますか？ 
Q25. MPとは何ですか？ 
Q26. DHCPとは何ですか？ 
Q27. DNSとは何ですか？ 
Q28. 接続する相手を認証することはできますか？ 
Q29. データ圧縮機能をサポートしていますか？ 
Q30. マルチダイヤル機能とは何ですか？ 
Q31. テレホーダイ機能とは何ですか？ 
Q32. 使用状況 /稼働状況などを表示できますか？ 
Q33. 発信専用にできますか？
本装置の設定について 
Q34. 回線（ ISDN/専用線）に接続していなくても設定できますか？ 
Q35. 本装置の設定にはどんなブラウザが利用できますか？ 
Q36. IPアドレスを設定する場合、使ってはいけない IPアドレスはありますか？ 
Q37. 認証 ID/パスワードに日本語は使えますか？ 
Q38. FTPだけデータを通すことはできますか？ 
Q39. ポート番号によるフィルタリングはできますか？ 
Q40. WAN側に IPアドレスを割り当てられますか？ 
Q41. WAN側に IPアドレスを割り当てない unnumbered設定はできますか？ 
Q42. 着信側になったときに、動的に IPアドレスを割り当てることができますか？ 
Q43. 無駄な回線接続要求を止める方法は？ 
Q44. 時刻を設定することはできますか？
セキュリティについて 
Q45. セキュリティはどのように確保しますか？ 
Q46. 発信元の電話番号を区別して着信許可 /拒否することができますか？ 
Q47. CHAPや PAPを使用していますか？ 
Q48. 特定のパソコンからインターネット接続を禁止することはできますか？ 
Q49. 特定のパソコンだけインターネットからアクセスできるようにしたい。 
Q50. インターネットから LAN上のサーバへのアクセスを禁止したい。

運用について 
Q51. 本装置で利用できるのはどんな端末ですか？
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DSU、アナログポート関連  

Q1.

 

U点インタフェースとは何ですか？ 

    A. 屋内に配線されたケーブルを挿入するためのインタフェースです。 

ISDN網は、次のような経路をたどります。この屋内配線で設置された口から伸びるケーブ

ルを DSUが受けるインタフェースのことを U点インタフェースと言います。 

NTTの交換機－電線－屋内配線－［ DSU－ ISDN機器］※

※［  ］内は利用者施設です。 

Q2.

 

DSUを無効にして、既設の DSUに接続することはできますか？ 

    A. できます。 

Q3.

 

TAや G4FAXなど、他の ISDN機器が接続できますか？ 

    A. できます。 

Q4.

 

DSU折り返し機能はありますか？ 

    A. あります。 

Q52. 回線をつなぐにはどうしたら良いのですか？ 
Q53. ブラウザを終了すると回線は切れますか？ 
Q54. ブラウザ以外から手動切断する方法はありますか？ 
Q55. 複数の人が同時にメールを読むことは可能ですか？ 
Q56. プロキシサーバを使いたい。 
Q57. Windows®のネットワークコンピュータで  WANの先の相手のコンピュータを見ることはできますか？  
Q58. 他の機種で DHCPサーバを動かしているけれど問題ないですか？ 
Q59. 電源はどうやって切ったら良いのですか？
パソコンについて 
Q60. Windows®

 
 

 

95/98、 Windows NT®で DHCPクライアント機能はどうやれば使えますか？ 
Q61. DHCPサーバ機能を利用しない場合、パソコンの設定はどうやればできますか？

（ Windows® 95/98、 Windows NT®、 Macintosh） 
Q62. IPアドレスを設定する場合、使ってはいけない IPアドレスはありますか？ 
NAT（マルチ NAT）について 
Q63. NATとは何ですか？ 
Q64. NATの設定方法は？ 
Q65. （基本 /静的 /動的） NATの違いは何ですか？ 
Q66. NAT機能を利用した場合、 FTPが使えなくなるのですか？ 
Q67. NAT機能を利用した場合、 UDPアプリケーションは利用できますか？ 
Q68. NATを使っている場合に、 IPフィルタリングはどのタイミングで実行されますか？ 
Q69. OCNエコノミーで NATを使うにはどうやればできますか？
ログ関連について 
Q70. どんなログを表示できますか？ 
Q71. syslogは使えますか？ 
Q72. syslogのファシリティのコードは何ですか？ 
Q73. syslogでどんな情報（プライオリティ）が入手できますか？
マルチ TAについて 
Q74. マルチ TA機能って何？ 
Q75. TAとはなにが違うの？ 
Q76. どんな環境で利用できるの？ 
Q77. どうやって使うの？ 
Q78. どういうときに使うの？ 
Q79. 無通信監視機能はありますか？
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ISDN回線を新規に申し込む場合には、『（ DSU折り返し）機能あり』でお答えください。 

Q5. 本装置を設定する前に、アナログポートにつないだ電話は使えますか？ 

    A. ご利用できます。

ただし、設定するまでは『グローバル着信』と『電話（モデム）』しか利用できません。ダ
イヤルインサービスや FAXをご利用する場合は、利用形態に合わせた設定をお早めに行って

ください。 

Q6. アナログポートごとに電話番号を割り当てられますか？ 

    A. ダイヤルイン契約、またはｉ・ナンバー契約をしていただくか、サブアドレスを
設定することで割り当てられます。（ P.286） 

Q7. 今まで使っていた番号をそのまま使うことはできますか？ 

    A. 可能です。

アナログ回線から ISDN回線への『同番移行』が可能な地域であれば、今お使いの電話番号

をそのまま利用できます。 

Q8. アナログポートごとにダイヤルイン設定は可能ですか？ 

    A. 設定できます。（ P.287） 

Q9. ダイヤルインサービスを使わずに、アナログポートに優先順位をつけられますか？ 

    A. つけられます。（ P.250） 

Q10.フレックスホンに対応していますか？ 

    A. 対応しています。（ P.266） 

Q11.

 

MP機能を使っているときに電話がかかってきたらどうなりますか？ 

    A. 電話も受けることができます。

アナログ使用時縮退機能によって、電話用に 2Bのうち 1Bを解放します。ただし、アナログ使

用時縮退機能を使わない設定になっているか接続先が別々の場合、または ISDN回線契約上

『通信中着信通知サービス』のご契約をされていない場合、回線は自動的に縮退されません。 

Q12.停電時でも電話が使えますか？ 

    A. 次のようになります。 

1. ISDN S/Tポートに接続されたディジタル電話機は乾電池が装着されているときだけご使

用になれます。 

2. TEL1ポートに接続された電話機は、乾電池が装着されているときだけご使用になれます。 

10BASE-T HUBについて
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Q13.

 

5台以上のパソコンを HUBポートつなげられますか？ 

    A. HUBを増設することによりつなげられます。

ネットワーク構成について 

Q14.『端末型接続』と『ネットワーク型接続』にはどんな違いがありますか？ 

    A. IPアドレスの割り当てかたに違いがあります。

［端末型接続契約］ 

• 「 TA＋パソコン 1台」または「モデム＋パソコン 1台」で接続する契約です。 

• 端末型ダイヤルアップ契約という場合もあります。 

• プロバイダのアクセスポイントに接続するごとに IPアドレスが動的に割り当てられるた

め、事前に IPアドレスをパソコンに設定する必要がありません（固定にできません）。

［ネットワーク型接続契約］ 

• LANを単位とした接続をする契約です。 

• LAN型接続契約などという場合もあります。 

• 事前に IPアドレスを各パソコンに設定しておく必要がありません。 

Q15.本装置に ISDN回線を介して TA＋パソコンから接続できますか？ 

    A. できます。（ P.364） 

Q16.

 

OCNエコノミーや OCNダイヤルアクセスやフレッツ・ ISDNでも利用できますか？ 

    A. 利用できます。 

Q17.本装置どうしで接続できますか？ 

    A. 本装置どうしの（ネットワーク型）接続は可能です。（ P.104）

ただし、 2台の本装置それぞれを「かんたん設定」で設定しただけではつながりません。受

信側の本装置に、次のどちらかの設定を行ってください。 

• 方法 1.認証プロトコルを使用しない。 

• 方法 2.認証 IDとパスワードを設定する。 

Q18.

 

PHSからの着信はできますか？ 

    A. できます。（ P.364） 

Q19.一方をプロバイダ、一方を会社のルータに（同時に）つなぐことはできますか？

本装置を利用する場合、パソコン 1台しか接続できない端末型接続契約であっても、 NAT機能
を用いることで複数のパソコンからインターネットに接続することができます（接続先のプロ
バイダが NAT機能の使用を禁止しない限り可能）。
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    A. できます。（ P.120） 

Q20.複数のプロバイダを利用できますか？ 

    A. マルチルーティング機能を使えばできます。（ P.339） 

Q21.パソコン通信にも使えますか？ 

    A. 使える場合もあります。

インターネットサービスプロバイダと契約している場合、ニフティサーブなどにインターネッ
ト経由（ r2.nifty.ne.jpに telnetなど）でアクセスできます。

また、この他にも ISDN回線経由の接続をサポートしていれば、直接アクセスできる場合もあ

ります。詳しくはご利用のパソコン通信会社のサポート窓口などにお問い合わせください。

サポート機能について 

Q22.複数台のパソコンから同時にインターネットにアクセスできますか？ 

    A. できます。アクセス可能な台数は利用形態により異なります。 

Q23.本装置の LANには最大何台のパソコンが接続できますか？ 

    A. ネットワークのルールに従えば、接続台数の制限はありません。

例えば、 192.168.1.0/255.255.255.0のネットワークであった場合、 192.168.1.1～ 

192.168.1.254の 254台のうち、本装置の 1台分を差し引いた 253台までのパソコンが接続

できます。 

Q24.どんなプロトコルをサポートしていますか？ 

    A. インターネットプロトコル（ IP）をサポートしています。 

IP（ Internet Protocol）は、その名のとおりインターネットで通信を行うためのプロトコル

です。インターネットに接続する場合にはこのプロトコルが必要不可欠です。ただし、拡張

接続形態 NAT使用形態 同時接続制限

端末型接続 基本 NAT

動的 NAT

静的 NAT

1台（早い者勝ち）

最大 256セッション

最大 256セッション  +マッピングした情報数

ネットワーク型接続 使わない

基本 NAT

動的 NAT

静的 NAT

ネットワークのすべての端末

割り当てられたグローバル IPアドレスの数

最大 256セッション

最大 256セッション  +マッピングした情報数

本装置の DHCPサーバ機能を利用すると、最大 32台まで IPアドレスなどの情報を自動的に割
り当てられます。  33台以上パソコンがある場合は、 33台目から IPアドレスなどの情報をそれ
らに個別に設定してください。
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ソフトウェアオプションをインストールした場合、 AppleTalk、 IPX/SPX、 FNA、 SNAなど

の通信プロトコルはブリッジでの中継でだけご利用いただけます。 

Q25.

 

MPとは何ですか？ 

    A. MP（ Multilink PPP）は複数の回線を束ね、回線速度を高速化する技術です。

例えば、 ISDN回線（ 2B=64Kbps× 2本）を束ねて 128Kbpsの速度を持つ 1つの回線に見立

てる機能です。回線の通信状況に合わせて MPは空き回線を利用し、複数回線（ ISDNの場

合、 2本）を 1つの回線に見立てて回線速度を高速化し、通信状態を良くするプロトコルで

す。
本装置の場合は、 ISDNを 1本（ 2B）収容できますので、 64Kbpsの回線を 2本を 1本に見立

てて 128Kbpsの回線速度を作り出します。ただし、 MP利用時の回線使用料金は 2本分かか

ります。 

Q26.

 

DHCPとは何ですか？ 

    A. DHCP（ Dynamic Host Configuration Protocol）は、 IPアドレスなどの情報を割

り当てるためのプロトコルです。

これを利用することにより、管理元（ DHCPサーバ）から各パソコン（ DHCPクライアン

ト）に対し、 IPアドレスやゲートウェイアドレスなどネットワークの各種設定を自動化でき

ます。ネットワーク環境が変化した場合でも、管理元の設定を変更することでパソコン側の
設定も変更できます。本装置には DHCPサーバ機能が搭載されています。（ P.352） 

Q27.

 

DNSとは何ですか？ 

    A. DNS（ Domain Name Service）は、ホスト名（または端末名）と IPアドレスを
管理するデータベースです。 

DNSにアクセスすることによって、そこに登録されている世界中のアドレス情報を取り出

すことができます。例えば、よく使われている Webや e-mailで表記されるホスト名（例え

ば、 www.fujitsu.com）はこのデータベースを使い、 IPアドレスに変換されます。 Webな

どのアプリケーションは検索してきた結果（ IPアドレス）を利用して通信することができる

ようになります。 

Q28.接続する相手を認証することはできますか？ 

    A. PAPまたは CHAPにより認証できます。（ P.104） 

Q29.データ圧縮機能をサポートしていますか？ 

    A. 次の圧縮方式をサポートしています。 

• VJヘッダ圧縮、 LZSによるデータ圧縮

ただし、データ圧縮機能は、接続開始時の交渉で、相手が同意した場合だけ有効になります。 

Q30.マルチダイヤル機能とは何ですか？
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    A. 接続先の電話番号を 3つまで登録して、 1つ目の電話番号が話中であれば、 2つ目

の電話番号に自動的にダイヤルする機能です。話中でつながりにくいプロバイダに
接続するときに有効です。 

Q31.テレホーダイ機能とは何ですか？ 

    A. 回線自動切断機能（※）を簡単な操作で停止させて、指定した時間内は、回線を切
断しないようにする機能です。 NTTのテレホーダイサービス利用時に効果的です。 

Q32.使用状況 /稼働状況などを表示できますか？ 

    A. 表示メニュー（ P.429）で表示できる情報は WWWブラウザを介して表示 /出力が

できます。 

Q33.発信専用にできますか？ 

    A. できます。

詳細設定メニューのルータ設定で「回線情報」をクリックし、「回線情報設定」ページの
［ ISDN情報］の中の「着信動作」の設定で「すべて禁止」を選択します。

本装置の設定について 

Q34.回線（ ISDN/専用線）に接続していなくても設定できますか？ 

    A. 設定できます。

本装置が回線設置より早く手元に届いても、事前に設定できます。

回線が設置されるまでは、本装置を使って LAN環境の構築などを行ってください。 

Q35.本装置の設定にはどんなブラウザが利用できますか？ 

    A. Netscape Navigator Version 4.0以降、 Netscape Version 6.2以降または 

Microsoft Internet Explorer Version 4.0以降です。

※一定時間（無通信監視タイマの設定：初期設定 1分）、回線上の通信がない状態が続くと、
回線使用料を余分に払わないようにするために自動的に回線を切断する機能です。
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Q36.

 

IPアドレスを設定する場合、使ってはいけない IPアドレスはありますか？ 

    A. 次の 3種類の IPアドレスは使わないでください。 

• すでにに利用されている IPアドレス 

IPネットワークでは、 IPアドレスが世界中で必ず 1つであることを条件に構成されてい

ます。プライベートアドレスを使って接続する端末型接続の場合でも、 NAT機能を用い

て世界中で 1つしかない IPアドレス（グローバルアドレス）に変換します。 

• ネットワーク部を示す IPアドレス（ 0ブロードキャスト）

ネットワーク部（そのまま） +ホスト部がすべて 0（ 2進数表記）の IPアドレス 

• ブロードキャストアドレスを示す IPアドレス（ 1ブロードキャスト）

ネットワーク部（そのまま） +ホスト部がすべて 1（ 2進数表記）の IPアドレス

ネットワーク部 /ホスト部の求めかたは次のとおりです。

ネットワーク部 =IPアドレス &ネットマスク（論理積）

ホスト部 =IPアドレス &（ notネットマスク）（論理積と排他）

例えば、本装置のデフォルト IPアドレスである、 192.168.1.1/255.255.255.0（ 24bit）の場

合、ネットワーク部 /ホスト部は次のとおりです。

ネットワーク部 

192.168.1.1 = 11000000.10101000.00000001.00000001

&255.255.255.0 = 11111111.11111111.11111111.00000000

192.168.1.0 = 11000000.10101000.00000001.00000000

ホスト部 

192.168.1.1 = 11000000.10101000.00000001.00000001

&0.0.0.255 = 00000000.00000000.00000000.11111111

0.0.0.1 = 00000000.00000000.00000000.00000001

この場合、以下のようになります。

本装置の IPアドレス =192.168.1.1（ホスト 1番）

ネットワークアドレス =192.168.1.0（ホスト部 :00000000）

ブロードキャストアドレス =192.168.1.255（ホスト部 :11111111） 

Q37.認証 ID/パスワードに日本語は使えますか？ 

    A. 使えません。

本装置で扱えるのは英数字と記号（ただし、 2バイト文字は除く）だけです。プロバイダか

らもらったパスワードが日本語の場合、プロバイダに依頼して英数字に変更してください。 

Q38.

 

FTPだけデータを通すことはできますか？ 

    A. IPフィルタリング機能を使えばできます。
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Q39.ポート番号によるフィルタリングはできますか？ 

    A. できます。

本装置の IPフィルタリングは、 IPアドレス /ポート番号 /TCP接続要求を対象にするか（ TCP

だけ）などの設定が可能です。フィルタリング動作としては、透過 /遮断 /透過（接続中の

み）があります。 

Q40.

 

WAN側 IPアドレスを割り当てられますか？ 

    A. 割り当てられます。

詳細設定メニューのルータ設定で「相手情報」をクリックし、「相手情報設定」ページの
［ネットワーク情報一覧］から「ネットワーク情報設定」ページを開き、「 WAN側 IPアドレ

ス」の設定で「設定する」を選択し、かつ、 IPアドレスを入力してください。 

Q41.

 

WAN側 IPアドレスを割り当てない unnumberedの設定はできますか？ 

    A. できます。 

unnumbered設定を行う場合、詳細設定メニューのルータ設定で「相手情報」をクリック

し、「相手情報設定」ページの［ネットワーク情報一覧］から「ネットワーク情報設定」
ページを開き、「 WAN側 IPアドレス」の設定で「設定しない」を選択します。 

Q42.着信側になったときに、動的に IPアドレスを割り当てることができますか？ 

    A. 割り当てられます。最大 2つまで割り当てることができます。（ P.364）
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Q43.無駄な回線接続要求を止める方法は？ 

    A. 回線ログと IPフィルタリングを利用します。

回線ログには発信契機となったパケット情報がページに出力されます。この情報を元に IP

フィルタリングを行います。

例えば、 

Protocol:ICMP192.168.1.3（ xxx）→ 164.71.2.5（ yyy）

という行が回線ログのページ上に複数個表示されたとします。この場合、このパケットを遮
断することで、回線の無駄な発信が止められます。

次に IPフィルタリングの設定ページ（詳細設定）を表示します。設定画面の各項目を入力し

ます。

動作 遮断

プロトコル ICMP

［送信元情報］ 

IPアドレス 192.168.1.3

アドレスマスク 32

ポート番号 なにも指定しない

［宛先情報］ 

IPアドレス 164.71.2.5

アドレスマスク 32

ポート番号 なにも指定しない 

TCP接続要求 どちらでも可 

TOS なにも設定しない（オプション）

再起動後（できれば電源を切ってから）、一定時間放置した後、再度回線ログを確認してく
ださい。上記の情報が表示されていないことが確認できると思います。 

Q44.時刻を設定することはできますか？ 

    A. 端末から時刻を取得、タイムサーバから時刻を取得、または任意の時刻を設定の 3

とおりの方法で設定できます。 

• 操作メニューの「時刻設定」でパソコンから時刻を取得、または任意の時刻を設定する
ことができます。 

• 詳細設定メニューでルータ設定の「装置情報」をクリックし、「装置情報設定」ページの
［タイムサーバ情報］の設定で、「使用する」を選択し、かつ、「プロトコル」「タイム
サーバ IPアドレス」「自動時刻設定間隔」を設定すると、本装置からの時刻問い合わせ

によって自動的に時刻を合わせます。
また、［タイムサーバ情報］が設定されている場合、操作メニューの「時刻設定」で、タ
イムサーバからの時刻を取得の「設定」ボタンをクリックすることによって、即時に取
得することもできます。

電源を切ると時刻情報が失われます。
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セキュリティについて 

Q45.セキュリティはどのように確保しますか？ 

    A. 発信者番号チェック、 CHAP/PAP、 IPフィルタリング、 NATなどの機能で確保で
きます。（ P.317） 

• 発信者番号チェック ：接続先の電話番号が登録されているものかどうかを確認。も
し登録されていなければ回線は接続されません。 

• CHAP/PAP ：回線接続のプロトコル（ PPP）で、接続を制御するための認証

方式です。 

• IPフィルタリング ：特定の IPアドレスだけ透過（逆に遮断）し、不要な通信を遮

断できます。 

• NAT ：本装置を介して LAN側とインターネット側の IPアドレスを変

換して、 LAN側のアドレスをインターネット側から見えなく

します。 

Q46.発信元の電話番号を区別して着信許可 /拒否することができますか？ 

    A. できます。（ P.178）

なお、初期設定の状態では、事前に登録していない接続先からの着信要求は拒否するように
なっています。 

Q47.

 

CHAPや PAPを使用していますか？ 

    A. 使用しています。

本装置は 2点間で回線を接続するため PPPというプロトコル（手順）で行われますが、この

処理の途中で CHAP/PAPといった認証プロトコルを使用します。本装置では認証処理は以下

のようになっています。

［発信時］

相手を認証しません。

相手が認証を要求してきた場合は、手順に従い自側の認証 ID/パスワードを送出します。

［着信時］

相手を認証します（認証をしない設定にすることも可能）。

相手が認証を要求してきた場合は、手順に従い自側の認証 ID/パスワードを送出します。 

Q48.特定のパソコンからインターネット接続を禁止することはできますか？ 

    A.『 IPフィルタリング（詳細設定）』を行うことで実現可能です。

例えば、 192.168.1.3から本装置を介してインターネット接続できなくする場合の設定内容

は次のようになります。

動作 遮断

プロトコル すべて 

IPアドレス 192.168.1.3

アドレスマスク 255.255.255.255
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Q49.特定のパソコンだけインターネットからアクセスできるようにしたい。 

    A.『 IPフィルタリング（詳細設定）』を行うことで実現可能です。

例えば、 192.168.1.0/24のネットワークの 192.168.1.3へのアクセスを許す場合の設定内容

は次のようになります。

［優先順位 1］

動作 透過

プロトコル すべて 

IPアドレス 192.168.1.3

アドレスマスク 255.255.255.255

「優先順位 2］

動作 遮断

プロトコル すべて 

IPアドレス 192.168.1.0

アドレスマスク 255.255.255.0 

Q50.インターネットから LAN上のサーバへのアクセスを禁止したい。 

    A. NAT機能を利用することで、実現可能です。 

NAT機能は本装置を介してインターネットにアクセスする段階で、元の IPアドレスを別の 

IPアドレスに振り替えてインターネット上のサーバと通信するための機能です。

パソコンの IPアドレス（プライベートアドレス）を、違う IPアドレス（グローバルアドレ

ス）に変換して通信するため、 LANからインターネットに向かってアクセスできても、イン

ターネットから LANに向かってアクセスできません（ IPアドレスの変換テーブルに変換情

報がないため）。 

IPフィルタリング機能を使って細かい設定をすることなく、インターネットからのアクセス

を止められます。

運用について 

Q51.本装置で利用できるのはどんな端末ですか？ 

    A. 次の条件が揃っていれば、パソコン、ワークステーションはほとんどご利用いただ
けます。 

• Ethernetポート、または Ethernetアダプタを備えている。 

• IPプロトコルをサポートしている。
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Q52.回線をつなぐにはどうしたら良いのですか？ 

    A. アプリケーションを起動して、そのままインターネットにアクセスしていただけれ
ば回線はつながります。

例えば、ブラウザを例にしますと、以下の手順で回線が接続されます。 

1 www.fujitsu.comを指定します。 

2 端末は www.fujitsu.comの IPアドレスがわからないので、 DNSサーバに対して 

www.fujitsu.comの IPアドレスが何であるかを問い合わせます。 DNSサーバに対して要

求を送るときには、ルーティングテーブルを見て本装置にデータを転送すれば良いこと
を判断します。 

3 データを受け取った本装置は、ルーティングテーブルを見て回線の向こう側に DNSサー

バがいることを判断した結果、回線を接続する必要があると理解し、回線を接続します。 

Q53.ブラウザを終了すると回線は切れますか？ 

    A. ブラウザを終了させただけでは切れません。

回線自動切断機能は、ある一定の時間 ISDN回線上にデータが一つも流れなかったとき、は

じめて回線切断処理を行います。このため、ブラウザをはじめとするアプリケーション終了
時には回線は切断されません。

ただし、本装置の操作メニューで「手動切断」処理を行うことで、任意のタイミングで回線
を切断できます。

なお、前記「一定時間」は設定できます。設定項目の名前は『無通信監視タイマ』です。 

Q54.ブラウザ以外から手動切断する方法はありますか？ 

    A. ありません。

緊急時は、回線側のケーブルを抜けば接続状態にある回線を切断できます。 

Q55.複数の人が同時にメールを読むことは可能ですか？ 

    A. プロバイダのサービスに依存します。

例えば、プロバイダで、接続用の ID一つに対して最大 5個のメールアカウントを利用できる

サービスがあるとします。このサービスを利用すれば、本装置経由で複数の人が同時にメー
ルを読めます。
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Q56.プロキシサーバを使いたい。 

    A. ご利用いただけます。

設定方法は、お使いのブラウザによって違います。「 noProxy」や「 Proxyサーバを使わな

い」などの項目に本装置の IPアドレスを設定し、本装置だけプロキシサーバを使わない設定

にしてください。 

• Netscape Comunicator 4.7の場合は、次のように設定します。 

1 ［編集］メニューから「設定」を選択します。 

2 設定画面の「カテゴリ」で「詳細－プロキシ」を選択します。 

3 「手動でプロキシを設定する」を選択し、［表示］ボタンをクリックします。 

4 「 HTTP」にプロバイダの Proxyサーバを指定します。 

5 例外の「次ではじまるドメインにはプロキシサーバを使用しない」に本装置の IPアドレ

ス（ 192.168.1.1）を指定します。 

• Microsoft Internet Explorer 5.5の場合は、次のように設定します。 

1 ［ツール］メニューから「インターネットオプション」を選択します。 

2 インターネットオプション画面の「接続」タブで、 LANの設定の［ LANの設定］ボタン

をクリックします。 

3 プロキシサーバーの「プロキシサーバーを使用する」が選択されていることを確認し、
［詳細］ボタンをクリックします。 

4 「 HTTP」にプロバイダの Proxyサーバを指定します。 

5 例外の「次で始まるアドレスにはプロキシを使用しない」に本装置の IPアドレス

（ 192.168.1.1）を指定します。 

Q57.

 

Windows

 

®のネットワークコンピュータで WANの先の相手のコンピュータを見る

ことはできますか？ 

    A. ISDN回線を介した場合、見られません。 

lmhostsファイルに、接続先のコンピュータの IPアドレスとホスト名を登録し、「検索」機

能でホストを検索してください。 

lmhostsファイルを使用する代わりに、本装置の ProxyDNS機能で接続先のコンピュータの 

IPアドレスを登録しておくこともできます。（ P.344） 

Q58.他の機種で DHCPサーバを動かしていますが問題ないですか？ 

    A. 本装置の DHCPサーバ機能は止めてください。

本装置の DHCPサーバ機能より、 UNIXサーバや Windows NTサーバなど他の機種の方が、

より細かい情報をパソコンに割り当てることができます。本装置の DHCPサーバ機能は停止

して、既存の DHCPサーバをそのまま使用されることをお勧めします。
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Q59.電源はどうやって切ったら良いのですか？ 

    A. 通常運用では電源スイッチをそのまま切っていただいても、本装置本体には影響を
与えません。

ファームウェアのバージョンアップ作業を行っている場合は絶対に電源を切らない
でください。

パソコンについて 

Q60.

 

Windows

 

® 

 

95/98、 Windows NT ®で DHCPクライアント機能はどうやれば使えま

すか？ 

    A. 製品に添付されているマニュアルを参照してください。 

Q61.

 

DHCPサーバ機能を利用しない場合、パソコンの設定はどうやればできますか？

（ Windows ®  95/98、 Windows NT ®、 Macintosh） 

    A. 製品に添付されているマニュアルを参照してください。 

Q62.

 

IPアドレスを設定する場合、使ってはいけない IPアドレスはありますか？ 

    A. 次の 3種類の IPアドレスを使ってはいけません。（ P.602） 

• すでに利用されている IPアドレス 

• IPネットワークでは、 IPアドレスが世界中で必ず 1つであることを条件に構成されてい

ます。プライベートアドレスを使って接続する端末型接続の場合でも、 NAT機能を用い

て世界中で 1つしかない IPアドレスに変換します。 

• ネットワークアドレスを示す IPアドレス（ 0ブロードキャスト） 

• ネットワーク部（そのまま） +ホスト部がすべて 0（ 2進数表記）の IPアドレス 

• ブロードキャストアドレスを示す IPアドレス（ 1ブロードキャスト） 

• ネットワーク部（そのまま） +ホスト部がすべて 1（ 2進数表記）の IPアドレス 

NAT（マルチ NAT）について 

Q63.

 

NATとは何ですか？ 

    A. Network Address Translationの略です。

簡単に言えば、本装置と同じ LANにつながっているパソコンの IPアドレスが、本装置を

通ってインターネットに出て行くときに、違う IPアドレスになって出て行く機能です。

本装置では NAT機能を拡張したマルチ NATをサポートしています。 

Q64.

 

NATの設定方法は？ 

    A. 詳細設定の相手情報から行います。



 

Q&A

 

622

第 4部　資料編

かんたん設定で端末型接続を選んだ場合、動的 NATが動作するように設定されますが、それ

以外の NAT機能を利用する場合は、必ず詳細設定で動作を設定する必要があります。 

Q65.（基本 /静的 /動的） NATの違いは何ですか？ 

    A. 同時接続できる台数、機能制限に以下のような違いがあります。 

Q66.

 

NAT機能を利用した場合、 FTPが使えなくなるのですか？ 

    A. 本装置の NAT機能ならば大丈夫です。

本来の NAT機能の場合、 IP通信の要となる IPヘッダ（葉書などの住所 /郵便番号）部分に書

き込まれているプライベートアドレスをグローバルアドレス（またはその逆）に変換する機
能です。

しかし FTPの場合、パソコンが IPヘッダの上位層（葉書でいうと文章）でローカル IPアド

レス（住所）を伝え、サーバは教えられた "ローカル IPアドレス（プライベートアドレス） "

にデータを送信しますが、存在しない（または存在してもサービスを望んでいない）ため、
通信は失敗に終わります。

そこで本装置の NAT機能は、 FTP通信を見つけると上位層のローカル IPアドレス（プライ

ベートアドレス）をグローバルアドレスに書換えて正しく通信できるようにしています。 

NATの種類
同時接続制限

（セッション数）
備考

基本 NAT 割り当て IPアドレス数 割り当て時間内は外部を起点とした通信も可能

動的 NAT 256セッション 外部を起点とした通信は不可能

静的 NAT 256セッションとマッピングした情報 プライベートアドレス（とポート）をグロー
バルアドレス（とポート）にマッピングでき
る／マッピングしたアドレス（とポート）に
関しては、外部を起点とした通信も可能
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Q67.

 

NAT機能を利用した場合、 UDPアプリケーションは利用できますか？ 

    A. StreamWorks、 RealPlayer、 VDOLiveなどが利用できます。 

UDP通信は TCP通信と違い、コネクション確立を行わない通信です。このため、大量の

データを送り込む動画転送アプリケーション（ RealAudioなど）に利用されます。

一般的な NAT機能を利用している場合、ローカル IPアドレス（プライベートアドレス）と

グローバルアドレスが 1対 1に対応しないため、外部を起点とした通信は行えません。この

ため、動画などのサーバを通信起点とした UDPアプリケーションには本来対応できません。

しかし、本装置の NAT機能は、回線接続一定時間（アドレス保持タイマ）後、回線切断前で

あればローカル IPアドレス（プライベートアドレス）とグローバルアドレスが 1対 1に対応

しているため、 StreamWorks、 RealPlayer、 VDOLiveには対応しています。また、マルチ 

NAT機能（ "基本 NAT"または "静的 NAT"）を利用することで、複数端末が同時に外部接続

し、 UDPアプリケーションは特定の 1台または割り当てられているグローバルアドレスの数

の端末で利用することができます。

ただし、インターネットホンなどはご利用いただけません。インターネットホンも ftpと同

様、上位層でローカル IPアドレス（プライベートアドレス）をサーバに送出しているアプリ

ケーションであり、なおかつ、データのやりとりのしくみが非公開であるため、対応ができ
ません（インターネットホンはアプリケーション間で互換性がない場合が多く、また、独自
仕様の通信を行っています）。

［本装置のインターネットホンへの対応状況］ 

• Microsoft NetMeetingの音声 /画像通信は利用不可（マルチ TA機能でご利用いただけます。） 

• CU SeeMeは利用可能

上記以外は未確認です。 

Q68.

 

NATを使っている場合、 IPフィルタリングはどのタイミングで実行されますか？ 

    A. プライベートアドレスを使って行われます。

つまり、 LANからインターネット上に向かう場合は、 NAT機能でアドレスが変更される前に

フィルタリング対象であるかどうかをチェックします。また、インターネットから LANに

向かう場合は、 NAT機能でアドレス変換された後でフィルタリング対象であるかどうかを

チェックします。

どちらの場合でも、遮断処理の対象になったパケットは通信対象から外れますから、不要な
パケットが流れて発信契機または無通信監視タイマの対象から外れます。 

Q69.

 

OCNエコノミーで NATを使うにはどうやればできますか？ 

    A. グローバルアドレスが割り当てられるので、静的 NATを利用すると効果的です。 

OCNエコノミーの場合、 DNSサーバや WWWサーバなどに特定の IPアドレスに割り振ら

れるので、静的 NATを用いてサーバのプライベートアドレスをグローバルアドレスにマッピ

ングし、外部からの通信ができるようになります。
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ログ関連について 

Q70.どんなログを表示できますか？ 

    A. 次のログが見られます。

［表示メニューで確認できる内容］ 

• 回線接続状況： 現在の接続先情報が表示されます（回線状態（ 1B通信 /

MP通信）、接続形態（発信 /着信）、接続先（名前 /ダイヤ

ル番号）、回線使用率（送信 /受信）、通信時間（接続時

間）、 IPアドレス）。 

• 課金情報： 電源投入（または再起動）後の回線使用料金が表示されます。 

• IP統計情報： 回線を介した通信のプロトコルごとの内訳が表示されます。 

• メール着信通知： 本装置のメール着信通知機能を使用している場合、メール
着信通知の情報が表示されます。 

• メールチェック： POP3プロトコルを使用してメールの着信を確認した情報

が表示されます。 

• チャネル統計情報： 回線接続の情報が表示されます（発信回数、発信（接続）
失敗回数、接続先話中回数）。 

• 回線ログ： 回線接続に関する情報が表示されます（接続処理時間、接
続契機パケット、回線接続失敗理由）。 

• システムログ情報： 電源投入後のログが表示されます。 

• ルーティング情報： ルーティングテーブルが表示されます。 

• ブリッジ情報（オプション）：
ブリッジの使用状況および STP情報を確認できます。 

• フレームリレー情報（オプション）：
フレームリレー関連の統計情報を確認できます。 

• 現在時刻： 現在の時刻（設定時刻）が表示されます。 TIMEサーバと

連動させたり、手動で入力できます（電源切断ごとに初期
化されます。初期日時は 1970/01/01/00:00:00）。 

• 経過時間情報： 電源投入後の時間が表示されます。

［メンテナンスメニューで確認できること］ 

• バージョン情報： ファームウェアバージョンを表示します。 

• PPPフレームトレース： 回線接続ネゴシエーションを表示します。 

• エラーログ情報： エラーログが表示されます。 

• 構成定義情報： 設定情報が表示されます。 

Q71.

 

syslogは使えますか？ 

    A. 使えます。システムログを設定できます。 

Q72.

 

syslogのファシリティのコードは何ですか？ 

    A. 23（個人が割り当てできる数）が設定されます。
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Q73.

 

syslogでどんな情報（プライオリティ）が入手できますか？ 

    A. 次の情報が入手できます。 

• LOG_ERR エラーメッセージ 

• LOG_WARN 警告メッセージ 

• LOG_NOTICE エラー以外のシステムメッセージ 

• LOG_INFO 回線情報など

マルチ TAについて 

Q74.マルチ TA機能ってなに？ 

    A. 本装置で TAと同じように通信する機能です。 Windows ®  95/98/2000のダイヤル

アップネットワークの仮想プライベートネットワークの機能を使って、 TAを使っ
た PPP接続と同等の通信を行う機能です。 

Q75.

 

TAとはなにが違うの？ 

    A. いろいろ違います。

まず、接続方法が違います。 

TAの場合には、一般的にはパソコンのシリアルポートと TAのシリアルポートをシリアル

ケーブルを使って接続します。マルチ TA機能は、パソコンの LANポートと本装置の HUB
ポートを LANケーブルを使って接続します。

このため、 TAはシリアルケーブルで接続した 1台のパソコンからしか使えませんが、マルチ 

TAは LANに接続されていますので、 LAN上のどのパソコンからでも使うことができます。

また、 TAを利用する場合にはシリアルポートの速度によっては ISDNの性能を生かしきれな

い場合がありますが、マルチ TAの場合にはパソコンと本装置の間を 10Mbpsの LANで接続

しますから、 ISDNの性能を生かしきることができます。

いくつか、 TAなら可能なことでもマルチ TAで不可能なことがありますので注意してください。 

• パケット通信はできません。 

• 着信やコールバックはできません。 

• MP通信はできません。 

• 専用線では使えません。 

• 非同期通信はできません。 

• RVS-COMは使えません。 

• ATコマンド操作はできません。
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Q76.どんな環境で利用できるの？ 

    A. Windows

 

® 

 

95/98/2000から利用できます。 

Windows

 

® 

 

98/2000の場合には、 Windows ®  98/2000があらかじめ持っている機能を利用し

ます。 

Windows

 

® 

 

95の場合には、以下のソフトウェアが必要です。 

• Windows

 

® 

 

95ダイヤルアップネットワーク 1.3アップグレード 

Microsoftのホームページよりダウンロードしてインストールすることで入手できます。 

Q77.どうやって使うの？ 

    A. TAやモデムでの接続と同じように使います。

接続をする場合には、ダイヤルアップネットワークから接続アイコンを選んで接続します。

切断をする場合には、接続ウインドゥから「切断」を選んで切断します。 

TAやモデムでの接続と同じです。 

Q78.どういうときに使うの？ 

    A. NATを利用すると不都合がある場合や、 IP以外のプロトコルを利用する場合にお
使いください。

プロバイダとの端末型ダイヤルアップ契約では、本装置で NATを使わないと通信できません

が、 NATを使ってしまうと通信できないアプリケーションもいくつか存在します。

また、本装置は IPルータです。 IP以外のプロトコル（ AppleTalk、 IPX/SPX、 FNA、 SNAな

ど）は、ブリッジでの中継だけご利用いただけます。

マルチ TAは通常の TAと同等の通信を提供しますから、 NATは使われませんし、 Windows ®

がサポートしているプロトコルであればどのプロトコルでも通信が可能です。 

Q79.無通信監視機能はありますか？ 

    A. 本装置は無通信監視は行いません。 

Windows

 

® 

 

95/98の機能を使えばできます。
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MIB定義（オプション）

■  systemグループ 

systemグループ

※  次回リセット時まで有効

■  interfaceグループ 

interfaceグループ

名称
オブジェクト
識別子 

SYNTAX ACCESS
 

sysDescr system.1 DisplayString RO
sysObjectID system.2 ObjectID RO
sysUpTime system.3 TimeTicks RO
sysContact system.4 DisplayString RW※ 
sysName system.5 DisplayString RW※ 
sysLocation system.6 DisplayString RW※ 
sysServices system.7 INTEGER RO

名称
オブジェクト
識別子 

SYNTAX ACCESS
 

ifNumber interfaces.1 INTEGER RO
ifTable interfaces.2 Aggregate NA
ifEntry ifTable.1 Aggregate NA
ifIndex ifEntry.1 INTEGER RO
ifDescr ifEntry.2 DisplayString RO
ifType ifEntry.3 INTEGER RO
ifMtu ifEntry.4 INTEGER RO
ifSpeed ifEntry.5 Gauge RO
ifPhysAddress ifEntry.6 PhysAddress RO
ifAdminStatus ifEntry.7 INTEGER RO
ifOperStatus ifEntry.8 INTEGER RO
ifLastChange ifEntry.9 TimeTicks RO
ifInOctets ifEntry.10 Counter RO
ifInUcastPkts ifEntry.11 Counter RO
ifInNUcastPkts ifEntry.12 Counter RO
ifInDiscards ifEntry.13 Counter RO
ifInErrors ifEntry.14 Counter RO
ifInUnknownProtos ifEntry.15 Counter RO
ifOutOctets ifEntry.16 Counter RO
ifOutUcastPkts ifEntry.17 Counter RO
ifOutNUcastPkts ifEntry.18 Counter RO
ifOutDiscards ifEntry.19 Counter RO
ifOutErrors ifEntry.20 Counter RO
ifOutQLen ifEntry.21 Gauge RO
ifSpecific ifEntry.22 ObjectID RO
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■  address translationグループ 

atグループ

■  ipグループ 

ipグループ 

ipAddrTableグループ

名称
オブジェクト
識別子 

SYNTAX ACCESS
 

atTable at.1 Aggregate NA
atEntry atTable.1 Aggregate NA
atIfIndex atEntry.1 INTEGER RO
atPhysAddress atEntry.2 PhysAddress RO
atNetAddress atEntry.3 NetworkAddress RO

名称
オブジェクト
識別子 

SYNTAX ACCESS
 

ipForwarding ip.1 INTEGER RO
ipDefaultTTL ip.2 INTEGER RO
ipInReceives ip.3 Counter RO
ipInHdrErrors ip.4 Counter RO
ipInAddrErrors ip.5 Counter RO
ipForwDatagrams ip.6 Counter RO
ipInUnknownProtos ip.7 Counter RO
ipInDiscards ip.8 Counter RO
ipInDelivers ip.9 Counter RO
ipOutRequests ip.10 Counter RO
ipOutDiscards ip.11 Counter RO
ipOutNoRoutes ip.12 Counter RO
ipReasmTimeout ip.13 INTEGER RO
ipReasmReqds ip.14 Counter RO
ipReasmOKs ip.15 Counter RO
ipReasmFails ip.16 Counter RO
ipFragOKs ip.17 Counter RO
ipFragFails ip.18 Counter RO
ipFragCreates ip.19 Counter RO

名称
オブジェクト
識別子 

SYNTAX ACCESS
 

ipAddrTable ip.20 Aggregate NA
ipAddrEntry ipAddrTable.1 Aggregate NA
ipAdEntAddr ipAddrEntry.1 IpAddress RO
ipAdEntIfIndex ipAddrEntry.2 INTEGER RO
ipAdEntNetMask ipAddrEntry.3 Ipaddress RO
ipAdEntBcastAddr ipAddrEntry.4 INTEGER RO
ipAdEntReasmMaxSize ipAddrEntry.5 INTEGER RO
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ipRouteグループ 

ipNetToMediaグループ

その他の ipグループ

名称
オブジェクト
識別子 

SYNTAX ACCESS
 

ipRouteTable ip.21 Aggregate NA
ipRouteEntry ipRouteTable.1 Aggregate NA
ipRouteDest ipRouteEntry.1 IpAddress RO
ipRouteIfIndex ipRouteEntry.2 INTEGER RO
ipRouteMetric1 ipRouteEntry.3 INTEGER RO
ipRouteMetric2 ipRouteEntry.4 INTEGER RO
ipRouteMetric3 ipRouteEntry.5 INTEGER RO
ipRouteMetric4 ipRouteEntry.6 INTEGER RO
ipRouteNextHop ipRouteEntry.7 IpAddress RO
ipRouteType ipRouteEntry.8 INTEGER RO
ipRouteProto ipRouteEntry.9 INTEGER RO
ipRouteAge ipRouteEntry.10 INTEGER RO
ipRouteMask ipRouteEntry.11 IpAddress RO
ipRouteMetric5 ipRouteEntry.12 INTEGER RO
ipRouteInfo ipRouteEntry.13 ObjectID RO

名称
オブジェクト
識別子 

SYNTAX ACCESS
 

ipNetToMediaTable ip.22 Aggregate NA
ipNetToMediaEntry ipNetToMediaTable.1 Aggregate NA
ipNetToMediaIfIndex ipNetToMediaEntry.1 INTEGER RO
ipNetToMediaPhysAddress ipNetToMediaEntry.2 PhysAddress RO
ipNetToMediaNetAddress ipNetToMediaEntry.3 IpAddress RO
ipNetToMediaType ipNetToMediaEntry.4 INTEGER RO

名称
オブジェクト
識別子 

SYNTAX ACCESS
 

ipRoutingDiscards ip.23 Counter RO
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ipForwardグループ

■  icmpグループ 

icmpグループ

名称
オブジェクト
識別子 

SYNTAX ACCESS
 

ipForward ip.24 Aggregate NA
ipForwardNumber ipForward.1 Gauge RO
ipForwardTable ipForward.2 Aggregate NA
ipForwardEntry ipForwardTable.1 Aggregate NA
ipForwardDest ipForwardEntry.1 IpAddress RO
ipForwardMask ipForwardEntry.2 IpAddress RO
ipForwardPolicy ipForwardEntry.3 INTEGER RO
ipForwardNextHop ipForwardEntry.4 IpAddress RO
ipForwardIfIndex ipForwardEntry.5 INTEGER RO
ipForwardType ipForwardEntry.6 INTEGER RO
ipForwardProto ipForwardEntry.7 INTEGER RO
ipForwardAge ipForwardEntry.8 INTEGER RO
ipForwardInfo ipForwardEntry.9 ObjectID RO
ipForwardNextHopAS ipForwardEntry.10 INTEGER RO
ipForwardMetric1 ipForwardEntry.11 INTEGER RO
ipForwardMetric2 ipForwardEntry.12 INTEGER RO
ipForwardMetric3 ipForwardEntry.13 INTEGER RO
ipForwardMetric4 ipForwardEntry.14 INTEGER RO
ipForwardMetric5 ipForwardEntry.15 INTEGER RO

名称
オブジェクト
識別子 

SYNTAX ACCESS
 

icmpInMsgs icmp.1 Counter RO
icmpInErrors icmp.2 Counter RO
icmpInDestUnreachs icmp.3 Counter RO
icmpInTimeExcds icmp.4 Counter RO
icmpInParmProbs icmp.5 Counter RO
icmpInSrcQuenchs icmp.6 Counter RO
icmpInRedirects icmp.7 Counter RO
icmpInEchos icmp.8 Counter RO
icmpInEchoReps icmp.9 Counter RO
icmpInTimestamps icmp.10 Counter RO
icmpInTimestampReps icmp.11 Counter RO
icmpInAddrMasks icmp.12 Counter RO
icmpInAddrMaskReps icmp.13 Counter RO
icmpOutMsgs icmp.14 Counter RO
icmpOutErrors icmp.15 Counter RO
icmpOutDestUnreachs icmp.16 Counter RO
icmpOutTimeExcds icmp.17 Counter RO
icmpOutParmProbs icmp.18 Counter RO
icmpOutSrcQuenchs icmp.19 Counter RO
icmpOutRedirects icmp.20 Counter RO
icmpOutEchos icmp.21 Counter RO
icmpOutEchoReps icmp.22 Counter RO
icmpOutTimestamps icmp.23 Counter RO
icmpOutTimestampReps icmp.24 Counter RO
icmpOutAddrMasks icmp.25 Counter RO
icmpOutAddrMaskReps icmp.26 Counter RO
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■  tcpグループ 

tcpグループ

■  udpグループ 

udpグループ

名称
オブジェクト
識別子 

SYNTAX ACCESS
 

tcpRtoAlgorithm tcp.1 INTEGER RO
tcpRtoMin tcp.2 INTEGER RO
tcpRtoMax tcp.3 INTEGER RO
tcpMaxConn tcp.4 INTERGER RO
tcpActiveOpens tcp.5 Counter RO
tcpPassiveOpens tcp.6 Counter RO
tcpAttemptFails tcp.7 Counter RO
tcpEstabResets tcp.8 Counter RO
tcpCurrEstab tcp.9 Gauge RO
tcpInSegs tcp.10 Counter RO
tcpOutSegs tcp.11 Counter RO
tcpRetransSegs tcp.12 Counter RO
tcpConnTable tcp.13 Aggregate NA
tcpConnEntry tcpConnTable.1 Aggregate NA
tcpConnState tcpConnEntry.1 INTEGER RO
tcpConnLocalAddress tcpConnEntry.2 IpAddress RO
tcpConnLocalPort tcpConnEntry.3 INTEGER RO
tcpConnRemAddress tcpConnEntry.4 IpAddress RO
tcpConnRemPort tcpConnEntry.5 INTEGER RO
tcpInErrs tcp.14 Counter RO
tcpOutRsts tcp.15 Counter RO

名称
オブジェクト
識別子 

SYNTAX ACCESS
 

udpInDatagrams udp.1 Counter RO
udpNoPorts udp.2 Counter RO
udpInErrors udp.3 Counter RO
udpOutDatagrams udp.4 Counter RO
udpTable udp.5 Aggregate NA
udpEntry udpTable.1 Aggregate NA
udpLocalAddress udpEntry.1 IpAddress RO
udpLocalPort udpEntry.2 INTEGER RO
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■  snmpグループ 

snmpグループ

名称
オブジェクト
識別子 

SYNTAX ACCESS
 

snmpInPkts snmp.1 Counter RO
snmpOutPkt snmp.2 Counter RO
snmpInBadVersions snmp.3 Counter RO
snmpInBadCommunityNames snmp.4 Counter RO
snmpInBadCommunityUses snmp.5 Counter RO
snmpInASNParseErrs snmp.6 Counter RO
snmpInTooBigs snmp.8 Counter RO
snmpInNoSuchNames snmp.9 Counter RO
snmpInBadValues snmp.10 Counter RO
snmpInReadOnlys snmp.11 Counter RO
snmpInGenErrs snmp.12 Counter RO
snmpInTotalReqVars snmp.13 Counter RO
snmpInTotalSetVars snmp.14 Counter RO
snmpInGetRequests snmp.15 Counter RO
snmpInGetNexts snmp.16 Counter RO
snmpInSetRequests snmp.17 Counter RO
snmpInGetResponses snmp.18 Counter RO
snmpInTraps snmp.19 Counter RO
snmpOutTooBigs snmp.20 Counter RO
snmpOutNoSuchNames snmp.21 Counter RO
snmpOutBadValues snmp.22 Counter RO
snmpOutGenErrs snmp.24 Counter RO
snmpOutGetRequests snmp.25 Counter RO
snmpOutGetNexts snmp.26 Counter RO
snmpOutSetRequests snmp.27 Counter RO
snmpOutGetResponses snmp.28 Counter RO
snmpOutTraps snmp.29 Counter RO
snmpEnableAuthenTraps snmp.30 INTEGER RO
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■  pppグループ 

pppLcpグループ 

pppIpグループ

名称
オブジェクト
識別子 

SYNTAX ACCESS
 

pppLinkStatusTable pppLink.1 Aggregate NA
pppLinkStatusEntry pppLinkStatusTable.1 Aggregate NA
pppLinkStatusPhysicalIndex pppLinkStatusEntry.1 INTEGER RO
pppLinkStatusBadAddresses pppLinkStatusEntry.2 Counter RO
pppLinkStatusBadControls pppLinkStatusEntry.3 Counter RO
pppLinkStatusPacketTooLongs pppLinkStatusEntry.4 Counter RO
pppLinkStatusBadFCSs pppLinkStatusEntry.5 Counter RO
pppLinkStatusLocalMRU pppLinkStatusEntry.6 INTEGER RO
pppLinkStatusRemoteMRU pppLinkStatusEntry.7 INTEGER RO
pppLinkStatusLocalToPeer
ACCMap

pppLinkStatusEntry.8 OctetString RO

pppLinkStatusPeerToLocal
ACCMap

pppLinkStatusEntry.9 OctetString RO

pppLinkStatusLocalToRemote
ProtocolCompression

pppLinkStatusEntry.10 INTEGER RO

pppLinkStatusRemoteToLocal
ProtocolCompression

pppLinkStatusEntry.11 INTEGER RO

pppLinkStatusLocalToRemote
ACCompression

pppLinkStatusEntry.12 INTEGER RO

pppLinkStatusRemoteToLocal
ACCompression

pppLinkStatusEntry.13 INTEGER RO

pppLinkStatusTransmitFcsSize pppLinkStatusEntry.14 INTEGER RO
pppLinkStatusReceiveFcsSize pppLinkStatusEntry.15 INTEGER RO
pppLinkConfigTable pppLink.2 Aggregate NA
pppLinkConfigEntry pppLinkConfigTable.1 Aggregate NA
pppLinkConfigInitialMRU pppLinkConfigEntry.1 INTEGER RO
pppLinkConfigReceiveACCMap pppLinkConfigEntry.2 OctetString RO
pppLinkConfigTransmit
ACCMap

pppLinkConfigEntry.3 OctetString RO

pppLinkConfigMagicNumber pppLinkConfigEntry.4 INTEGER RO
pppLinkConfigFcsSize pppLinkConfigEntry.5 INTEGER RO

名称
オブジェクト
識別子 

SYNTAX ACCESS
 

pppIpTable pppIp.1 Aggregate NA
pppIpEntry pppIpTable.1 Aggregate NA
pppIpOperStatus pppIpEntry.1 INTEGER RO
pppIpLocalToRemote
CompressionProtocol

pppIpEntry.2 INTEGER RO

pppIpRemoteToLocal
CompressionProtocol

pppIpEntry.3 INTEGER RO

pppIpRemoteMaxSlotId pppIpEntry.4 INTEGER RO
pppIpLocalMaxSlotId pppIpEntry.5 INTEGER RO
pppIpConfigTable pppIp.2 Aggregate NA
pppIpConfigEntry pppIpConfigTable.1 Aggregate NA
pppIpConfigAdminStatus pppIpConfigEntry.1 INTEGER RO
pppIpConfigCompression pppIpConfigEntry.2 INTEGER RO
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pppBridgeグループ

■  dot1dBridgeグループ 

dot1dBaseグループ

名称
オブジェクト
識別子 

SYNTAX ACCESS
 

pppBridgeTable pppBridge.1 Aggregate NA
pppBridgeEntry pppBridgeTable.1 Aggregate NA
pppBridgeOperStatus pppBridgeEntry.1 INTEGER RO
pppBridgeLocalToRemote
TinygramCompression

pppBridgeEntry.2 INTEGER RO

pppBridgeRemoteToLocal
TinygramCompression

pppBridgeEntry.3 INTEGER RO

pppBridgeLocalToRemote
LanId

pppBridgeEntry.4 INTEGER RO

pppBridgeRemoteToLocal
LanId

pppBridgeEntry.5 INTEGER RO

pppBridgeConfigTable pppBridge.2 Aggregate NA
pppBridgeConfigEntry pppBridgeConfigTable.1 Aggregate NA
pppBridgeConfigAdminStatus pppBridgeConfigEntry.1 INTEGER RO
pppBridgeConfigTinygram pppBridgeConfigEntry.2 INTEGER RO
pppBridgeConfigRingId pppBridgeConfigEntry.3 INTEGER RO
pppBridgeConfigLineId pppBridgeConfigEntry.4 INTEGER RO
pppBridgeConfigLanId pppBridgeConfigEntry.5 INTEGER RO
pppBridgeMediaTable pppBridge.3 Aggregate NA
pppBridgeMediaEntry pppBridgeMediaTable.1 Aggregate NA
pppBridgeMediaMacType pppBridgeMediaEntry.1 INTEGER RO
pppBridgeMediaLocalStatus pppBridgeMediaEntry.2 INTEGER RO
pppBridgeMediaRemoteStatus pppBridgeMediaEntry.3 INTEGER RO
pppBridgeMediaConfigTable pppBridge.4 Aggregate NA
pppBridgeMediaConfigEntry pppBridgeMedia

ConfigTable.1
Aggregate NA

pppBridgeMediaConfigMac
Type

pppBridgeMedia
ConfigEntry.1

INTEGER RO

pppBridgeMediaConfigLocal
Status

pppBridgeMedia
ConfigEntry.2

INTEGER RO

名称
オブジェクト
識別子 

SYNTAX ACCESS
 

dot1dBaseBridgeAddress dot1dBase.1 OctetString RO
dot1dBaseNumPorts dot1dBase.2 INTEGER RO
dot1dBaseType dot1dBase.3 INTEGER RO
dot1dBasePortTable dot1dBase.4 Aggregate NA
dot1dBasePortEntry dot1dBasePortTable.1 Aggregate NA
dot1dBasePort dot1dBasePortEntry.1 INTEGER RO
dot1dBasePortIfIndex dot1dBasePortEntry.2 INTEGER RO
dot1dBasePortCircuit dot1dBasePortEntry.3 ObjectID RO
dot1dBasePortDelayExceeded
Discards

dot1dBasePortEntry.4 Counter RO

dot1dBasePortMtuExceeded
Discards

dot1dBasePortEntry.5 Counter RO
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dot1dStpグループ 

dot1dTpグループ 

dot1dTpFdbグループ

名称
オブジェクト
識別子 

SYNTAX ACCESS
 

dot1dStpProtocolSpecification dot1dStp.1 INTEGER RO
dot1dStpPriority dot1dStp.2 INTEGER RO
dot1dStpTimeSinceTopology
Change

dot1dStp.3 TimeTicks RO

dot1dStpTopChanges dot1dStp.4 Counter RO
dot1dStpDesignatedRoot dot1dStp.5 OctetString RO
dot1dStpRootCost dot1dStp.6 INTEGER RO
dot1dStpRootPort dot1dStp.7 INTEGER RO
dot1dStpMaxAge dot1dStp.8 TimeOut RO
dot1dStpHelloTime dot1dStp.9 TimeOut RO
dot1dStpHoldTime dot1dStp.10 INTEGER RO
dot1dStpForwardDelay dot1dStp.11 TimeOut RO
dot1dStpBridgeMaxAge dot1dStp.12 TimeOut RO
dot1dStpBridgeHelloTime dot1dStp.13 TimeOut RO
dot1dStpBridgeForwardDelay dot1dStp.14 TimeOut RO
dot1dStpPortTable dot1dStp.15 Aggregate NA
dot1dStpPortEntry dot1dStpPortTable.1 Aggregate NA
dot1dStpPort dot1dStpPortEntry.1 INTEGER RO
dot1dStpPortPriority dot1dStpPortEntry.2 INTEGER RO
dot1dStpPortState dot1dStpPortEntry.3 INTEGER RO
dot1dStpPortEnable dot1dStpPortEntry.4 INTEGER RO
dot1dStpPortPathCost dot1dStpPortEntry.5 INTEGER RO
dot1dStpPortDesignatedRoot dot1dStpPortEntry.6 OctetString RO
dot1dStpPortDesignatedCost dot1dStpPortEntry.7 INTEGER RO
dot1dStpPortDesignatedBridge dot1dStpPortEntry.8 OctetString RO
dot1dStpPortDesignatedPort dot1dStpPortEntry.9 OctetString RO
dot1dStpPortForward
Transitions

dot1dStpPortEntry.10 Counter RO

名称
オブジェクト
識別子 

SYNTAX ACCESS
 

dot1dTpLearnedEntryDiscards dot1dTp.1 Counter RO
dot1dTpAgingTime dot1dTp.2 INTEGER RO

名称
オブジェクト
識別子 

SYNTAX ACCESS
 

dot1dTpFdbTable dot1dTp.3 Aggregate NA
dot1dTpFdbEntry dot1dTpFdbTable.1 Aggregate NA
dot1dTpFdbAddress dot1dTpFdbEntry.1 OctetString RO
dot1dTpFdbPort dot1dTpFdbEntry.2 INTEGER RO
dot1dTpFdbStatus dot1dTpFdbEntry.3 INTEGER RO
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dot1dTpPortグループ 

dot1dStaticグループ

■  frame-relayグループ 

frDlcmiグループ

名称
オブジェクト
識別子 

SYNTAX ACCESS
 

dot1dTpPortTable dot1dTp.4 Aggregate NA
dot1dTpPortEntry dot1dTpPortTable.1 Aggregate NA
dot1dTpPort dot1dTpPortEntry.1 INTEGER RO
dot1dTpPortMaxInfo dot1dTpPortEntry.2 INTEGER RO
dot1dTpPortInFrames dot1dTpPortEntry.3 Counter RO
dot1dTpPortOutFrames dot1dTpPortEntry.4 Counter RO
dot1dTpPortInDiscards dot1dTpPortEntry.5 Counter RO

名称
オブジェクト
識別子 

SYNTAX ACCESS
 

dot1dStaticTable dot1dStatic.1 Aggregate NA
dot1dStaticEntry dot1dStaticTable.1 Aggregate NA
dot1dStaticAddress dot1dStaticEntry.1 OctetString RO
dot1dStaticReceivePort dot1dStaticEntry.2 INTEGER RO
dot1dStaticAllowedToGoTo dot1dStaticEntry.3 OctetString RO
dot1dStaticStatus dot1dStaticEntry.4 INTEGER RO

名称
オブジェクト
識別子 

SYNTAX ACCESS
 

frDlcmiTable frame-relay.1 Aggregate NA
frDlcmiEntry frDlcmiTable.1 Aggregate NA
frDlcmiIfIndex frDlcmiEntry.1 INTEGER RO
frDlcmiState frDlcmiEntry.2 INTEGER RO
frDlcmiAddress frDlcmiEntry.3 INTEGER RO
frDlcmiAddressLen frDlcmiEntry.4 INTEGER RO
frDlcmiPollingInterval frDlcmiEntry.5 INTEGER RO
frDlcmiFullEnquiryInterval frDlcmiEntry.6 INTEGER RO
frDlcmiErrorThreshold frDlcmiEntry.7 INTEGER RO
frDlcmiMonitoredEvents frDlcmiEntry.8 INTEGER RO
frDlcmiMaxSupportedVCs frDlcmiEntry.9 INTEGER RO
frDlcmiMulticast frDlcmiEntry.10 INTEGER RO
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frCircuitグループ 

frErrグループ  

frame-relay-globalsグループ

名称
オブジェクト
識別子 

SYNTAX ACCESS
 

frCircuitTable frame-relay.2 Aggregate NA
frCircuitEntry frCircuitTable.1 Aggregate NA
frCircuitIfIndex frCircuitEntry.1 INTEGER RO
frCircuitDlci frCircuitEntry.2 INTEGER RO
frCircuitState frCircuitEntry.3 INTEGER RO
frCircuitReceivedFECNs frCircuitEntry.4 INTEGER RO
frCircuitReceivedBECNs frCircuitEntry.5 INTEGER RO
frCircuitSentFrames frCircuitEntry.6 INTEGER RO
frCircuitSentOctets frCircuitEntry.7 INTEGER RO
frCircuitReceivedFrames frCircuitEntry.8 INTEGER RO
frCircuitReceivedOctet frCircuitEntry.9 INTEGER RO
frCircuitCreationTime frCircuitEntry.10 TimeTicks RO
frCircuitLastTimeChange frCircuitEntry.11 TimeTicks RO
frCircuitCommittedBurst frCircuitEntry.12 INTEGER RO
frCircuitExcessBurst frCircuitEntry.13 INTEGER RO
frCircuitThroughput frCircuitEntry.14 INTEGER RO

名称
オブジェクト
識別子 

SYNTAX ACCESS
 

frErrTable frame-relay.3 Aggregate NA
frErrEntry frErrTable.1 Aggregate NA
frErrIfIndex frErrEntry.1 INTEGER RO
frErrType frErrEntry.2 INTEGER RO
frErrData frErrEntry.3 OctetString RO
frErrTime frErrEntry.4 TimeTicks RO

名称
オブジェクト
識別子 

SYNTAX ACCESS
 

frTrapState frame-relay-globals.1 INTEGER RO
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■  dot3グループ 

dot3Statsグループ 

dot3Collグループ

■  snmpDot3RptrMgtグループ 

rptrグループ

名称
オブジェクト
識別子 

SYNTAX ACCESS
 

dot3StatsTable dot3. Aggregate NA
dot3StatsEntry dot3StatsTable.1 Aggregate NA
dot3StatsIndex dot3StatsEntry.1 INTEGER RO
dot3StatsAlignmentErrors dot3StatsEntry.2 Counter RO
dot3StatsFCSErrors dot3StatsEntry.3 Counter RO
dot3StatsSingleCollision
Frames

dot3StatsEntry.4 Counter RO

dot3StatsMultipleCollision
Frames

dot3StatsEntry.5 Counter RO

dot3StatsSQETestErrors dot3StatsEntry.6 Counter RO
dot3StatsDeferred
Transmissions

dot3StatsEntry.7 Counter RO

dot3StatsLateCollisions dot3StatsEntry.8 Counter RO
dot3StatsExcessiveCollisions dot3StatsEntry.9 Counter RO
dot3StatsInternalMac
TransmitErrors

dot3StatsEntry.10 Counter RO

dot3StatsCarrierSenseErrors dot3StatsEntry.11 Counter RO
dot3StatsExcessiveDeferrals dot3StatsEntry.12 Counter RO
dot3StatsFrameTooLongs dot3StatsEntry.13 Counter RO
dot3StatsInRangeLengthErrors dot3StatsEntry.14 Counter RO
dot3StatsOutOfRangeLength
Fields

dot3StatsEntry.15 Counter RO

dot3StatsInternalMacReceive
Errors

dot3StatsEntry.16 Counter RO

dot3StatsEtherChipSe dot3StatsEntry.17 ObjectID NA

名称
オブジェクト
識別子 

SYNTAX ACCESS
 

dot3CollTable dot3.5 Aggregate NA
dot3CollEntry dot3CollTable.1 Aggregate NA
dot3CollIndex dot3CollEntry.1 INTEGER RO
dot3CollCount dot3CollEntry.2 INTEGER RO
dot3CollFrequencies dot3CollEntry.3 Counter RO

名称
オブジェクト
識別子 

SYNTAX ACCESS
 

rptrGroupCapacity rptrRptrInfo.1 INTEGER RO
rptrOperStatus rptrRptrInfo.2 INTEGER RO
rptrHealthText rptrRptrInfo.3 DisplayString RO
rptrReset rptrRptrInfo.4 INTEGER RO
rptrNonDisruptTest rptrRptrInfo.5 INTEGER RO
rptrTotalPartitionedPorts rptrRptrInfo.6 Gauge RO



 

MIB定義（オプション） 639

付　録

付
録 

rptrGroupグループ 

rptrPortグループ 

rptrMonitorグループ 

rptrMonitorGroupグループ

名称
オブジェクト
識別子 

SYNTAX ACCESS
 

rptrGroupTable rptrGroupInfo.1 Aggregate NA
rptrGroupEntry rptrGroupTable.1 Aggregate NA
rptrGroupIndex rptrGroupEntry.1 INTEGER RO
rptrGroupDescr rptrGroupEntry.2 DisplayString RO
rptrGroupObjectID rptrGroupEntry.3 ObjectID RO
rptrGroupOperStatus rptrGroupEntry.4 INTEGER RO
rptrGroupLastOperStatus
Change

rptrGroupEntry.5 TimeTicks RO

rptrGroupPortCapacity rptrGroupEntry.6 INTEGER RO

名称
オブジェクト
識別子 

SYNTAX ACCESS
 

rptrPortTable rptrPortInfo.1 Aggregate NA
rptrPortEntry rptrPortTable.1 Aggregate NA
rptrPortGroupIndex rptrPortEntry.1 INTEGER RO
rptrPortIndex rptrPortEntry.2 INTEGER RO
rptrPortAdminStatus rptrPortEntry.3 INTEGER RO
rptrPortAutoPartitionState rptrPortEntry.4 INTEGER RO
rptrPortOperStatus rptrPortEntry.5 INTEGER RO

名称
オブジェクト
識別子 

SYNTAX ACCESS
 

rptrMonitorTransmitCollisions rptrMonitorRptrInfo.1 Counter RO

名称
オブジェクト
識別子 

SYNTAX ACCESS
 

rptrMonitorGroupTable rptrMonitor
GroupInfo.1

Aggregate NA

rptrMonitorGroupEntry rptrMonitorGroup
Table.1

Aggregate NA

rptrMonitorGroupIndex rptrMonitorGroup
Entry.1

INTEGER RO

rptrMonitorGroupTotalFrames rptrMonitorGroup
Entry.2

Counter RO

rptrMonitorGroupTotalOctets rptrMonitorGroup
Entry.3

Counter RO

rptrMonitorGroupTotalErrors rptrMonitorGroup
Entry.4

Counter RO
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rptrMonitorPortグループ 

rptrAddrTrackグループ

名称
オブジェクト
識別子 

SYNTAX ACCESS
 

rptrMonitorPortTable rptrMonitorPortInfo.1 Aggregate NA
rptrMonitorPortEntry rptrMonitorPortTable.1 Aggregate NA
rptrMonitorPortGroupIndex rptrMonitorPortEntry.1 INTEGER RO
rptrMonitorPortIndex rptrMonitorPortEntry.2 INTEGER RO
rptrMonitorPortReadable
Frames

rptrMonitorPortEntry.3 Counter RO

rptrMonitorPortReadableOctets rptrMonitorPortEntry.4 Counter RO
rptrMonitorPortFCSErrors rptrMonitorPortEntry.5 Counter RO
rptrMonitorPortAlignmentErrors rptrMonitorPortEntry.6 Counter RO
rptrMonitorPortFrameTooLongs rptrMonitorPortEntry.7 Counter RO
rptrMonitorPortShortEvents rptrMonitorPortEntry.8 Counter RO
rptrMonitorPortRunts rptrMonitorPortEntry.9 Counter RO
rptrMonitorPortCollisions rptrMonitorPort

Entry.10
Counter RO

rptrMonitorPortLateEvents rptrMonitorPort
Entry.11

Counter RO

rptrMonitorPortVeryLongEvents rptrMonitorPort
Entry.12

Counter RO

rptrMonitorPortDataRate
Mismatches

rptrMonitorPort
Entry.13

Counter RO

rptrMonitorPortAutoPartitions rptrMonitorPort
Entry.14

Counter RO

rptrMonitorPortTotalErrors rptrMonitorPort
Entry.15

Counter RO

名称
オブジェクト
識別子 

SYNTAX ACCESS
 

rptrAddrTrackTable rptrAddrTrack
PortInfo.1

Aggregate NA

rptrAddrTrackEntry rptrAddrTrackTable.1 Aggregate NA
rptrAddrTrackGroupIndex rptrAddrTrackEntry.1 INTEGER RO
rptrAddrTrackPortIndex rptrAddrTrackEntry.2 INTEGER RO
rptrAddrTrackLastSource
Address

rptrAddrTrackEntry.3 OctetString RO

rptrAddrTrackSourceAddr
Changes

rptrAddrTrackEntry.4 Counter RO

rptrAddrTrackNewLastSrc
Address

rptrAddrTrackEntry.5 OctetString RO
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■  富士通拡張 MIB 

nosChannelグループ

名称
オブジェクト
識別子 

SYNTAX ACCESS
 

nosChTable nosChannel.1 Aggregate NA
nosChEntry nosChTable.1 Aggregate NA
nosChIndex nosChEntry.1 INTEGER RO
nosChTypeExtension nosChEntry.2 OCTET STRING NA
nosChLine nosChEntry.3 INTEGER NA
nosChUsage nosChEntry.10 OCTET STRING NA
nosChErrorTime nosChEntry.11 INTEGER NA
nosChBackupCounters nosChEntry.12 Counter NA
nosChBackupFailureCounters nosChEntry.13 Counter NA
nosChCongestionTime nosChEntry.14 INTEGER NA
nosChCongestionCounters nosChEntry.15 Counter NA
nosChLoadsplitCounters nosChEntry.16 Counter NA
nosChLoadsplitFailureCounters nosChEntry.17 Counter NA
nosChErrorText1 nosChEntry.18 DisplayString NA
nosChErrorText2 nosChEntry.19 DisplayString NA
nosChErrorText3 nosChEntry.20 DisplayString NA
nosChErrorText4 nosChEntry.21 DisplayString NA
nosChErrorText5 nosChEntry.22 DisplayString NA
nosChErrorText6 nosChEntry.23 DisplayString NA
nosChErrorText7 nosChEntry.24 DisplayString NA
nosChErrorText8 nosChEntry.25 DisplayString NA
nosChErrorText9 nosChEntry.26 DisplayString NA
nosChErrorText10 nosChEntry.27 DisplayString NA
nosChErrorText11 nosChEntry.28 DisplayString NA
nosChErrorText12 nosChEntry.29 DisplayString NA
nosChErrorText13 nosChEntry.30 DisplayString NA
nosChErrorText14 nosChEntry.31 DisplayString NA
nosChErrorText15 nosChEntry.32 DisplayString NA
nosChErrorText16 nosChEntry.33 DisplayString NA
nosChErrorText17 nosChEntry.34 DisplayString NA
nosChErrorText18 nosChEntry.35 DisplayString NA
nosChErrorText19 nosChEntry.36 DisplayString NA
nosChErrorText20 nosChEntry.37 DisplayString NA
nosChReceivedFrames nosChEntry.39 Counter NA
nosChReceivedFcsErrorFrames nosChEntry.40 Counter NA
nosChReceivedOtherError
Frames

nosChEntry.41 Counter NA

nosChSentFrames nosChEntry.42 Counter NA
nosChReceivedOctets nosChEntry.43 Counter NA
nosChSentOctets nosChEntry.44 Counter NA
nosChReceivedAbortedFrames nosChEntry.45 Counter NA
nosChTransmitUnderrunErrs nosChEntry.46 Counter NA
nosChReceivedOverrunErrs nosChEntry.47 Counter NA
nosChUnderrunAndOverrun
Errs

nosChEntry.48 Counter NA

nosChReceivedBufferErrs nosChEntry.49 Counter NA
nosChTransmitBufferErrs nosChEntry.50 Counter NA
nosChReceivedBufferOver
Flows

nosChEntry.51 Counter NA

nosChTransmitBufferOverFlows nosChEntry.52 Counter A
nosChType nosChEntry.53 INTEGER RO
nosChSpeed nosChEntry.54 INTEGER RO
nosChStatus nosChEntry.55 INTEGER RO
nosChSlotid nosChEntry.56 INTEGER NA
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nosPortExt1グループ 

nosTargetグループ 

nosCallLimiterグループ

名称
オブジェクト
識別子 

SYNTAX ACCESS
 

nosPortExt1Table nosPortExt1.1 Aggregate NA
nosPortExt1Entry nosPortExt1Table.1 Aggregate NA
nosPortExt1Index nosPortExt1Entry.1 INTEGER RO
nosPortExt1UsualTarget nosPortExt1Entry.2 OCTET STRING RO
nosPortExt1BackupTarget nosPortExt1Entry.3 OCTET STRING RO
nosPortExt1LoadsplitTarget nosPortExt1Entry.4 OCTET STRING RO
nosPortExt1CurrentTarget nosPortExt1Entry.5 OCTET STRING RO
nosPortExt1UsualChannel nosPortExt1Entry.6 OCTET STRING RO
nosPortExt1BackupChannel nosPortExt1Entry.7 OCTET STRING RO
nosPortExt1LoadsplitChannel nosPortExt1Entry.8 OCTET STRING RO
nosPortExt1CurrentChannel nosPortExt1Entry.9 OCTET STRING RO
nosPortExt1CallOperStatus nosPortExt1Entry.10 INTEGER RO
nosPortExt1CallAdminStatus nosPortExt1Entry.11 INTEGER RW

名称
オブジェクト
識別子 

SYNTAX ACCESS
 

nosTargetTable nosTarget.1 Aggregate NA
nosTargetEntry nosTargetTable.1 Aggregate NA
nosTargetIndex nosTargetEntry.1 INTEGER RO
nosTargetRemoteSnpaAddress nosTargetEntry.2 OCTET STRING RO
nosTargetReservedRemote
SnpaAddress

nosTargetEntry.3 OCTET STRING NA

nosTargetRemoteSubAddress nosTargetEntry.4 OCTET STRING RO
nosTargetReservedRemote
SubAddress

nosTargetEntry.5 OCTET STRING NA

nosTargetMaxRetryCalling nosTargetEntry.6 INTEGER RO
nosTargetCallingPriority nosTargetEntry.7 INTEGER RO
nosTargetIdleStatusTime nosTargetEntry.8 INTEGER RO
nosTargetCallSetupTime nosTargetEntry.9 DisplayString RO
nosTargetCallClearTime nosTargetEntry.10 DisplayString RO
nosTargetTotalTime nosTargetEntry.11 INTEGER RO
nosTargetTotalCharge nosTargetEntry.12 INTEGER RO
nosTargetCallSetupCounters nosTargetEntry.13 Counter RO
nosTargetCallErrorCounters nosTargetEntry.14 Counter RO
nosTargetCallBusyCounters nosTargetEntry.15 Counter RO
nosTargetJoinedChannel nosTargetEntry.16 OCTET STRING RO

名称
オブジェクト
識別子 

SYNTAX ACCESS
 

nosCallLimiterTable nosCallLimiter.1 Aggregate NA
nosCallLimiterEntry nosCallLimiterTable.1 Aggregate NA
nosCallLimiterIndex nosCallLimiterEntry.1 INTEGER O
nosCallLimiterRemoteSnpa
Address

nosCallLimiterEntry.2 OCTET STRING RO

nosCallLimiterRemoteSnpa
SubAddress

nosCallLimiterEntry.3 OCTET STRING RO

nosCallLimiterMaxPeriod nosCallLimiterEntry.4 INTEGER RO
nosCallLimiterCurrentPeriod nosCallLimiterEntry.5 INTEGER RO
nosCallLimiterLastPeriod nosCallLimiterEntry.6 INTEGER RO
nosCallLimiterStatus nosCallLimiterEntry.7 INTEGER RO



 

MIB定義（オプション） 643

付　録

付
録 

nonosSystemグループ

名称
オブジェクト
識別子 

SYNTAX ACCESS
 

nosResetSystem nonosSystem.1 INTEGER RW
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